
　

入
職
希
望
者

の
面
接
を
行
う

際
、
雇
用
主
は

多
角
的
に
判
断

し
て
採
用
す
る
。

履
歴
書
や
キ
ャ

リ
ア
、
あ
る
い
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
考
慮
は
す
る

が
、
私
が
最
重
視
し
て
い
る
の

は
通
勤
時
間
で
あ
る
。
で
き
れ

ば
徒
歩
圏
内
が
良
い
。
個
人
の

考
え
で
紙
面
に
す
る
の
も
ど
う

か
と
思
っ
た
が
、
参
考
ま
で
に

記
し
て
お
く
▼
ほ
と
ん
ど
の
患

者
さ
ん
が
流
動
的
な
場
合
は
当

て
は
ま
ら
な
い
が
、
多
か
れ
少

な
か
れ
地
域
に
居
住
す
る
患
者

さ
ん
が
来
院
対
象
と
な
る
。
そ

う
な
る
と
、
地
域
の
話
題
そ
の

も
の
が
集
患
に
な
る
場
合
が
多

い
。
そ
れ
は
歯
科
医
師
が
す
る

よ
り
も
ス
タ
ッ
フ
が
す
る
割
合

が
多
く
、
共
通
の
話
題
を
持
つ

の
に
適
し
て
い
る
の
は
診
療
圏

内
に
在
住
し
て
い
る
ス
タ
ッ
フ

と
な
る
▼
こ
れ
ま
た
私
見
で
恐

縮
だ
が
、
私
は
通
勤
時
間
が
長

い
の
は
社
会
的
貧
困
に
つ
な
が

り
、
精
神
も
貧
困
化
す
る
と
考

え
て
い
る
。
歯
科
医
師
以
外
は

職
住
接
近
が
理
想
で
あ
る
。
交

通
費
も
な
く
、
天
候
に
ほ
と
ん

ど
左
右
さ
れ
ず
、
雇
用
主
側
か

ら
し
て
も
安
定
感
が
あ
る
▼
一

つ
だ
け
懸
念
す
べ
き
こ
と
は
、

ま
か
り
間
違
っ
て
も
険
悪
な
仲

に
な
っ
て
退
職
す
る
こ
と
に
な

っ
て
は
な
ら
な
い
。　
　

(

は)
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中医協 価格改定の仕組みを論議

経営・税務相談Q＆A

　歯科医療情報観測

随時改定Ⅰ 金パラ引き上げへ

従業員を募集・雇用する際の注意点について

診療報酬への影響大、歯科は今から備えよ

（いまい・みちこ）

インタビュー

症例研究　歯周治療用装置

研究会・行事案内

  私の目に映る歯科医療界

（おおにし・ふじお）

　

七
月
二
十
二
、
二
十
三
日
、

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
催
に
伴
い
祝
日
と
な
っ
た
両

日
、
Ｔ
Ａ
Ｐ
高
田
馬
場
で
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
た
め
の
筋
肉
内
注
射
実

技
研
修
」
を
実
施
し
た
。
一
回

三
十
名
の
研
修
を
一
日
五

回
、
二
日
間
で
十
回
、
合
計
三

百
名
の
定
員
を
設
け
た
と
こ

ろ
、
二
日
間
で
二
百
五
十
名
の

協
会
会
員
が
参
加
し
た
。

　

な
お
、
本
研
修
会
は
東
京
都

か
ら
の
委
託
事
業
と
し
て
、
東

京
保
険
医
協
会
の
協
力
を
得
て

開
催
し
た
。

　

研
修
会
の
講
師
は
、
七
月
十

一
日
に
東
京
保
険
医
協
会
・
千

葉
県
保
険
医
協
会
と
本
会
が
共

同
し
て
開
催
し
た
医
科
歯
科
連

携
研
究
会
２
０
２
１
「
三
角
筋

の
詳
細
解
剖
解
説
に
よ
る
正
し

い
筋
肉
注
射
と
迷
走
神
経
反
射

対
策
」（
11
面
参
照
）
で
講
師

を
務
め
た
東
京
保
険
医
協
会
理

事
の
佐
藤
一
樹
氏
（
い
つ
き
会

ハ
ー
ト
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）。

実
技
実
習
で
は
、
同
ク
リ
ニ
ッ

ク
の
四
名
の
看
護
師
に
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
ご
協
力
い

た
だ
い
た
。

　

実
技
実
習
に
先
立
ち
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の

筋
肉
内
注
射
の
ポ
イ
ン
ト
を
佐

藤
医
師
に
講
演
し
て
い
た
だ
い

た
。
そ
の
中
で
は
、
安
全
か
つ

効
果
的
な
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
実

施
す
る
た
め
に
は
、
三
角
筋
を

正
し
く
視
診
、
触
診
し
て
正
し

い
穿
刺
部
位
を
確
認
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
し
た
。
ポ
イ

ン
ト
は
、
①
被
接
種
者
の
三
角

筋
を
完
全
に
露
出
さ
せ
た
上
で

腕
を
外
転
さ
せ
、
三
角
筋
の
二

等
辺
三
角
形
を
正
面
か
ら
視
診

す
る
、
②
触
診
で
三
角
筋
の
起

始
か
ら
停
止
を
必
ず
確
認
す

る
、
③
三
角
筋
の
真
ん
中
へ
、

シ
リ
ン
ジ
を
ペ
ン
ホ
ー
ル
ド
で

持
ち
、
注
射
針
を
皮
膚
に
90
度

の
角
度
で
穿
刺
す
る
―
と
説
明

し
た
。

　

講
演
後
、
五
班
に
分
か
れ
、

各
班
で
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の

指
導
に
よ
り
実
技
実
習
を
行
っ

た
。
初
め
に
参
加
者
同
士
で
直

接
三
角
筋
を
触
診
し
、
確
認
を

行
っ
た
。
そ
の
後
、
東
京
都
看

護
協
会
か
ら
お
借
り
し
た
三
角

筋
筋
肉
注
射
用
の
実
習
モ
デ
ル

に
対
し
て
、
参
加
者
全
員
が
フ

ァ
イ
ザ
ー
用
、
モ
デ
ル
ナ
用
の

二
種
類
の
シ
リ
ン
ジ
を
使
用
し

て
、ワ
ク
チ
ン
接
種
の
実
際
を

想
定
し
、
声
か
け
を
行
い
な
が

ら
穿
刺
、
注
入
を
行
い
、
筋
肉

内
注
射
の
手
技
に
つ
い
て
実
習

し
た
。

　

参
加
者
は
、
口
腔
内
で
の
浸

潤
麻
酔
を
日
常
臨
床
で
頻
回
、

行
な
っ
て
は
い
る
が
、
三
角
筋

へ
の
筋
肉
内
注
射
は
相
違
が
あ

り
、
シ
リ
ン
ジ
を
ペ
ン
ホ
ー
ル

ド
で
持
つ
こ
と
、
あ
る
い
は
注

入
ス
ピ
ー
ド
の
違
い
な
ど
に
つ

研修では、三角筋筋肉内注射用の実習モデルを装
着して手技を学んだ

懇切 ・丁寧に手技を実習
「
モ
デ
ル
ナ
」「
フ
ァ
イ
ザ
ー
」
2
種
類
の
シ
リ
ン
ジ
を
使
用

【プロフィール】佐藤一樹（さとう・かずき）

1991年、国立山梨医科大学医学部卒業。医学博
士。外科学会認定医・胸部外科学会認定医。東京
女子医科大学、綾瀬循環器病院、済生会前橋病院、
国立療養所東長野病院等で心臓外科医として従事
する。いつき会ハートクリニック理事長・院長。
【専門】
　心臓血管外科、小児心臓外科
【所属学会】
　日本心臓血管外科学会、日本胸部外科学会、
　日本高血圧学会、日本外科学会、日本循環器
　病学会、日本小児循環器病学会、日本不整脈
　学会、日本心血管インターベンション学会
【研究班】
　平成26年度 厚生労働省科学研究費 診療行為に関
　連した死亡の調査の手法に関する研究班
　日本医療法人協会 医療事故調運用ガイドライン
　作成委員会

新型コロナウイルスワクチン接種のための筋肉内注射実技研修

い
て
質
問
が
あ
り
、
講
師
の
佐

藤
医
師
が
丁
寧
に
回
答
さ
れ
た
。

　

実
習
終
了
後
に
は
参
加
者
の

氏
名
が
記
名
さ
れ
た
修
了
証
が

配
布
さ
れ
、
東
京
都
か
ら
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
打
ち
手
の
募
集

案
内
を
受
け
取
る
た
め
、
参
加

者
自
身
で
「
東
京
都
新
型
コ
ロ

実技研修の講師を務めた佐藤一樹医師

ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
人

材
バ
ン
ク
」
へ
の
登
録
を
行
う

こ
と
を
案
内
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
不
安
だ
っ

た
こ
と
が
す
べ
て
解
消
さ
れ

た
」、「
機
会
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
接

種
の
協
力
を
し
た
い
」
な
ど
の

感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

CDC「Moderna COVID-19 Vaccine: What 
Healthcare Professionals Need to Know」より

正
し
い
筋
肉
内
注
射
を
図
も
活
用
し
解
説

２
０
２
０
年
社
会
医
療
行
為
別
統
計

　

厚
生
労
働
省
は
こ
の
ほ
ど

「
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
年
）

社
会
医
療
診
療
行
為
別
統
計
の

概
況
」
を
公
表
し
た
。

　

こ
の
統
計
は
、
医
療
保
険
制

度
に
お
け
る
医
療
の
給
付
の
受

給
者
に
関
す
る
診
療
行
為
の
内

容
、
傷
病
の
状
況
、
調
剤
行
為

の
内
容
、
薬
剤
の
使
用
状
況
等

を
明
ら
か
に
し
、
医
療
保
険
行

政
に
必
要
な
基
礎
資
料
を
得
る

こ
と
を
目
的
に
行
っ
て
も
の
。

　

全
国
の
保
険
医
療
機
関
お
よ

び
保
険
薬
局
か
ら
社
会
保
険
診

療
報
酬
支
払
基
金
支
部
お
よ
び

国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
に

提
出
さ
れ
、
令
和
二
年
（
二
〇

二
〇
年
）
六
月
審
査
分
と
し
て

審
査
決
定
さ
れ
た
医
療
保
険
制

度
の
診
療
報
酬
明
細
書
お
よ
び

調
剤
報
酬
明
細
書
の
う
ち
、

「
レ
セ
プ
ト
情
報
・
特
定
健
診

等
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
Ｎ
Ｄ

Ｂ
）」
に
蓄
積
さ
れ
て
い
る
も

の
全
て
を
集
計
対
象
と
し
て
お

り
、
歯
科
千
四
百
十
二
万
四
千

四
百
十
二
件
を
集
計
し
て
い
る
。

　

同
年
の
歯
科
の
一
件
当
た
り

点
数
は
千
三
百
二
十
七
・
七
点

で
、
前
年
に
比
べ
百
二
十
八
・

一
点
、
一
〇
・
七
％
増
加
、
一

日
当
た
り
点
数
は
七
百
五
十
七

・
六
点
で
、
前
年
に
比
べ
五
十

一
・
二
点
、
七
・
三
％
増
加
し
た
。

　

診
療
行
為
別
に
み
る
と
、
一

日
当
た
り
点
数
で
「
歯
冠
修
復

及
び
欠
損
補
綴
」
二
百
六
十
三

・
九
点
が
最
も
高
く
、
次
い
で

「
処
置
」
百
五
十
一
点
、「
初
・

再
診
」
九
十
七
・
二
点
の
順
に

続
い
て
い
る
。
ま
た
、
一
件
当

た
り
日
数
は
一
・
七
五
日
で
、

前
年
に
比
べ
〇
・
〇
五
日
増
加

し
た
。

　

一
般
医
療
と
後
期
医
療
・
年

齢
階
級
別
に
み
た
診
療
行
為
の

状
況
で
は
、
一
件
当
た
り
点
数

は
、
一
般
医
療
千
二
百
九
十
九

・
六
点
、
後
期
医
療
千
四
百
四

十
七
・
二
点
と
な
っ
て
い
る
。

一
日
当
た
り
点
数
は
、
一
般
医

療
七
百
四
十
九
・
五
点
、
後
期

医
療
七
百
九
十
・
四
点
で
、
年

齢
階
級
別
に
み
る
と
、「
75
歳

以
上
」
七
百
八
十
八
・
九
点
が

最
も
高
く
、
次
い
で
「
65
〜
74

歳
」
七
百
六
十
・
三
点
と
な
っ

て
お
り
、「
０
〜
14
歳
」
七
百

十
九
・
二
点
が
最
も
低
く
な
っ

て
い
る
。
診
療
行
為
別
の
構
成

割
合
を
み
る
と
、
後
期
医
療

は
、
一
般
医
療
と
比
べ
「
在
宅

医
療
」「
歯
冠
修
復
及
び
欠
損

補
綴
」
が
高
く
、「
初
・
再

診
」「
処
置
」
が
低
く
、
一
件

当
た
り
日
数
は
、
一
般
医
療
一

・
七
三
日
、
後
期
医
療
一
・
八

三
日
だ
っ
た
。

１
日
あ
た
り
７
５
７
・
6
点

歯　科

757.6 点

初・再診
12.8％

医学管理等
12.8％

在宅医療

2.9％

検査

6.0％

画像診断

4.2％

処置
19.9％

手術
2.6％

有床義歯
6.3％

有床義歯以外
28.5％

そのたの行為
3.9％

歯冠修復及び
欠損補綴
34.8％

歯科の診療行為別にみた１日当たり点数の構成割合

※「その他の行為」は、「投薬」「注射」「リハビリテーション」「麻酔」
    「放射線治療」「歯科矯正」 「病理診断」及び「入院料等」である。
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中

医

協

総

会

価
格
改
定
の
仕
組
み
を
議
論

金
銀
パ
ラ
ジ
ウ
ム
合
金
問
題

　

歯
科
用
貴
金
属
の
価
格
は
、

診
療
報
酬
改
定
時
に
加
え
価
格

が
乱
高
下
し
た
場
合
に
、
①
十

月
お
よ
び
診
療
報
酬
改
定
を
除

く
四
月
（
随
時
改
定
Ⅰ
）、
ま

た
は
②
七
月
お
よ
び
一
月
（
随

時
改
定
Ⅱ
）
―
に
改
定
さ
れ
る
。

た
だ
、
随
時
改
定
Ⅰ
お
よ
び
Ⅱ

で
用
い
る
市
場
価
格
の
参
照
時

期
と
改
定
時
期
と
の
間
に
は
タ

イ
ム
ラ
グ
が
あ
り
、
今
年
十
月

の
随
時
改
定
Ⅰ
の
場
合
に
は
三

カ
月
の
ず
れ
が
生
じ
て
い
る
。

　

ま
た
、
随
時
改
定
の
要
件
に

は
差
が
あ
り
、
随
時
改
定
Ⅰ
は

告
示
価
格
と
市
場
価
格
と
の
乖

　

中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会
（
中
医
協
）
の

総
会
で
、
二
〇
二
二
年
度
診
療
報
酬
改
定
に
向

け
た
協
議
・
検
討
が
始
ま
っ
た
。
歯
科
に
つ
い

て
は
、
七
月
十
九
日
に
金
属
材
料
の
価
格
改
定

の
議
論
が
行
わ
れ
、
厚
生
労
働
省
は
近
年
の
材

料
価
格
の
高
騰
を
受
け
、
昨
年
に
随
時
改
定
Ⅱ

を
新
設
し
た
こ
と
な
ど
の
現
状
を
報
告
し
た
。

　

林
正
純
委
員
（
日
本
歯
科
医
師
会
常
務
理

事
）
は
、
随
時
改
定
が
果
た
し
た
役
割
を
評
価

し
つ
つ
、
現
状
と
し
て
「
常
に
告
示
価
格
が
実

勢
価
格
を
下
回
っ
て
い
る
」
と
指
摘
。
価
格
改

定
の
根
本
的
な
見
直
し
や
、
次
善
策
と
し
て
タ

イ
ム
ラ
グ
の
解
消
お
よ
び
価
格
調
査
の
精
度
向

上
を
求
め
た
。
支
払
い
側
の
幸
野
庄
司
委
員

（
健
康
保
険
組
合
連
合
会
理
事
）
か
ら
も
問
題

へ
の
理
解
を
示
す
発
言
が
あ
り
、
秋
以
降
の
第

二
ラ
ウ
ン
ド
の
議
論
で
は
具
体
的
な
方
向
性
が

検
討
さ
れ
る
。

離
が
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
五
％

を
超
え
た
場
合
に
実
施
さ
れ
る

の
に
対
し
、
随
時
改
定
Ⅱ
は
プ

ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
一
五
％
を
超

え
た
場
合
と
い
う
、
高
い
要
件

に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い

て
、
厚
生
労
働
省
は
、
シ
ス
テ

ム
改
修
な
ど
の
事
務
負
担
へ
の

  

「
金
パ
ラ
逆
ザ
ヤ
シ
ミ
ュ
レ

ー
タ
実
勢
価
格
調
査
」
の
結
果

を
基
に
、
協
会
は
以
前
か
ら
保

団
連
や
全
国
の
保
険
医
協
会
と

と
も
に
、
現
状
を
明
ら
か
に
し

て
粘
り
強
く
改
善
を
行
政
に
求

め
て
き
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
昨

年
に
随
時
改
定
Ⅱ
が
新
設
さ
れ

た
以
降
も
原
価
割
れ
が
続
い
て

い
る
現
状
が
明
ら
か
に
な

り
、
今
回
の
中
医
協
で
議
論
さ

れ
る
に
至
っ
て
い
る
。

　

直
近
で
は
、
会
員
の
皆
様
に

今
年
四
〜
六
月
に
お
け
る
金
パ

ラ
購
入
価
格
調
査
へ
の
協
力
を

お
願
い
し
た
結
果
、
前
回
を
上

回
る
二
百
七
十
三
件
の
回
答
を

得
ら
れ
た
。

　

協
会
は
、
こ
の
結
果
を
踏
ま

え
て
、
引
き
続
き
、
厚
労
省
に

必
要
な
改
善
を
求
め
て
い
く
。

配
慮
か
ら
随
時
改
定
Ⅱ
に
は
高

い
ハ
ー
ド
ル
を
課
し
て
い
る
と

説
明
し
て
い
る
。

　

随
時
改
定
ま
で
の
タ
イ
ム
ラ

グ
は
原
価
割
れ
を
生
じ
さ
せ
る

要
因
と
な
り
、
ま
た
、
随
時
改

定
の
要
件
に
高
い
ハ
ー
ド
ル
を

課
す
こ
と
は
原
価
割
れ
が
長
期

間
続
く
こ
と
に
繋
が
る
。
こ
れ

ら
の
課
題
は
早
急
に
改
善
す
べ

き
で
あ
る
。

　

な
お
、
随
時
改
定
で
は
、
価

格
調
査
で
は
な
く
、
素
材
価
格

か
ら
の
試
算
で
価
格
を
決
め
て

い
る
。
例
え
ば
、
今
年
十
月
の

金
パ
ラ
の
引
き
上
げ
に
際
し
て

は
、
金
・
銀
・
パ
ラ
ジ
ウ
ム
の

素
材
価
格
か
ら
二
〇
二
〇
年
七

月
〜
十
二
月
お
よ
び
二
〇
二
一

年
一
〜
六
月
の
各
期
間
の
金
パ

ラ
価
格
の
平
均
値
を
試
算
し

て
、
随
時
改
定
の
実
施
や
価
格

を
判
断
し
て
い
る
。
こ
の
妥
当

性
に
つ
い
て
も
、
検
証
が
必
要

で
あ
る
。

図「歯科用貴金属の随時改定Ⅰ、 随時改定Ⅱ について」（中医協資料より）

中医協資料

　

七
月
十
四
日
の
中
医
協
総
会

で
、
今
年
十
月
の
随
時
改
定
Ⅰ

̶
̶

10
月
以
降
も
原
価
割
れ

の
懸
念

全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
（
以

下
、「
保
団
連
」）
は
、「
金
パ
ラ

逆
ザ
ヤ
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
実
勢
価

格
調
査
」
で
市
場
価
格
を
調
査

し
て
い
る
。
途
中
結
果
に
は
な

る
が
、
今
年
四
〜
六
月
の
金
パ

ラ
三
〇
グ
ラ
ム
当
た
り
の
市
場

価
格
は
九
万
八
千
三
百
七
十
円

ま
で
高
騰
し
て
お
り
、
市
場
価

格
が
下
が
ら
な
い
場
合
は
十
月

以
降
も
原
価
割
れ
の
ま
ま
に
な

る
可
能
性
が
あ
る
（
表
２
）。

　

中
医
協
総
会
で
は
、
次
期
診

療
報
酬
改
定
に
向
け
て
随
時
改

定
の
見
直
し
が
検
討
さ
れ
て
い

る
が
、
実
行
性
の
あ
る
対
応
が

急
務
で
あ
る
。

金銀パラジウム合金引き上げへ

随時改定Ⅰ

　

協
会
は
中
医
協
総
会
の
議
論

を
注
視
し
つ
つ
、
引
き
続
き
、

行
政
へ
改
善
を
求
め
て
い
く
。

歯科用貴金属 9月まで 10月以降
歯科鋳造用金銀パラジウム合金 2,668円 2,951円
歯科鋳造用銀合金第１種   130円    145円
歯科鋳造用銀合金第２種   151円    163円

2021年
４～６月

2021年
７～９月

2021年
10月～

告示価格（①）         80,040円 88,530円
市場価格（②）    98,370円 － －
差額（①－②） －18,330円 － －

表１：10月から引き上げになる1g当たりの告示価格

表２：金銀パラジウム合金の30g当たりの告示価格と市場価格の推移

を
行
い
、
歯
科
鋳
造
用
金
銀
パ

ラ
ジ
ウ
ム
合
金
（
金
パ
ラ
）
な

ど
の
告
示
価
格
を
引
き
上
げ
る

こ
と
が
決
ま
っ
た
（
表
１
）。

十
月
以
降
の
点
数
は
、
通
知
が

発
出
さ
れ
次
第
、
会
員
に
デ
ン

タ
ル
ブ
ッ
ク
メ
ー
ル
ニ
ュ
ー
ス

や
機
関
誌
な
ど
で
広
報
す
る
。

現
場
の
声
を
行
政
に

金
パ
ラ
購
入
価
格
調
査
へ
の
ご
協
力
に
感
謝

図「歯科用貴金属素材価格の変動推移」（中医協資料より）

東京歯科保険医協会の会員になると
・新規指導の相談ができる

・電話相談は月～金曜日まで毎日対応

・お手頃な共済に加入申込ができる

・医療情報を新聞やメールニュースでお届け

・施設基準の講習会を受講できる

・改定時には､新点数説明会の開催情報を発信
資料のご請求は
こちらから

2021年10月～

「
東
京
歯
科
保
険
医
新
聞
」
を

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開

　

二
〇
二
一
年
八
月
一
日
号
（
第

六
一
七
号
）
か
ら
、
当
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
本
紙
「
東
京
歯
科
保
険

医
新
聞
」
の
閲
覧
が
可
能
と
な
り

ま
す
。
掲
載
は
本
号
以
降
、
毎
月

二
十
日
前
後
の
公
開
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　
「
症
例
研
究
」、「
経
営
・
税
務

相
談
Ｑ
＆
Ａ
」、「
歯
科
医
療
情
報

観
測
」、「
教
え
て
！
会
長
!!
」、

「
随
想
神
田
川
界
隈
」
な
ど
が

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か

ら
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

　

ぜ
ひ
、
会
員
の
先
生
方
に
お
か

れ
ま
し
て
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ご
不
明
な
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、

当
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
（
〇
三

－

三
二
〇
五

－

二
九
九
九
）
く

だ
さ
い
。



　

標
準
化
対
象
を
整
理
す
る
に

は
、
キ
ー
ワ
ー
ド
が
必
要
に
な

る
。
そ
れ
が
「
口
腔
内
ス
ナ
ッ

プ
シ
ョ
ッ
ト
」
で
あ
る
こ
と
ま

で
は
、
前
号
で
述
べ
た
。
初
期

は
、
口
腔
状
態
を
災
害
時
想
定

し
て
マ
ー
ク
シ
ー
ト
を
用
い
て

入
力
し
、
電
子
デ
ー
タ
に
す
る

こ
と
よ
り
始
ま
っ
た
。
こ
れ

は
、
東
北
大
学
で
開
発
さ
れ
た

「D
en
tal F

in
d
er

」

を

基
礎
に
し
て
い
る
。
そ
れ
と
同

時
に
、
診
療
所
か
ら
共
通
形
式

で
デ
ー
タ
が
出
せ
る
よ
う
に
コ

ー
ド
設
定
が
開
始
さ
れ
た
。
各

診
療
所
に
お
い
て
共
通
形
式

（
Ｃ
Ｓ
Ｖ
形
式
）
で
検
索
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
く
。
さ
ら
に

Ｃ
Ｓ
Ｖ
形
式
を
Ｈ
Ｌ
７
形
式
に

変
換
し
て
、
地
域
医
療
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
設
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
作
成

さ
れ
た
。

　

次
に
、
乳
幼
児
・
学
校
健

診
、
節
目
・
高
齢
者
健
診
と
い

っ
た
診
療
所
以
外
の
デ
ー
タ
を

抜
き
出
し
、
地
域
医
療
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
使
用
で
き
な
い
か
と

い
う
こ
と
が
提
案
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
歯
科
情
報
の
標
準
化

に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
三
年
度

か
ら
実
証
実
験
が
行
わ
れ
て
お

り
、
課
題
解
決
に
向
け
た
取
り

組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

̶
̶

乳
幼
児
・
学
校
、
節
目

　

健
診
の
デ
ー
タ
に
つ
い
て

　

節
目
健
診
の
結
果
も
Ｃ
Ｓ
Ｖ

形
式
で
地
域
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し
た
。
モ

デ
ル
事
業
で
は
、
紙
で
集
計
さ

れ
た
も
の
を
Ｏ
Ｃ
Ｒ
処
理
を
し
、

エ
ク
セ
ル
フ
ァ
イ
ル
で
出
力
し

た
。
こ
の
エ
ク
セ
ル
フ
ァ
イ
ル

を
デ
ー
タ
分
析
機
関
に
て
集

計
、
分
析
後
さ
ら
に
Ｃ
Ｓ
Ｖ
に

変
換
し
て
出
力
し
た
も
の
を
、

地
域
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
ア

ッ
プ
ロ
ー
ド
し
た
。

※
Ｏ
Ｃ
Ｒ
処
理

（
光
学
的
文
字

認
識
）
と
は
、
手
書
き
や
印
刷

さ
れ
た
文
字
を
、
イ
メ
ー
ジ
ス

キ
ャ
ナ
や
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
に

よ
っ
て
読
み
取
り
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
が
利
用
で
き
る
デ
ジ
タ
ル
文

字
コ
ー
ド
に
変
換
す
る
こ
と
。

　

こ
こ
で
、
う
ま
く
デ
ー
タ
化

で
き
な
か
っ
た
事
例
と
し
て
、

学
校
健
診
が
あ
げ
ら
れ
る
。
健

歯科医療歯科医療
情報観測情報観測

歯
科
情
報
の
利
活
用

　

お
よ
び
標
準
化
と
は
何
か
④

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

協
会
理
事

広
報

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
部
長　

早
坂
美
都

　

具
体
的
な
モ
デ
ル
事
業
が
、

行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
既

に
実
証
実
験
が
済
ん
だ
取
り
組

み
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
を
し

た
い
。

̶
̶

医
療
機
関
で
の
デ
ー
タ

　

に
つ
い
て

　

医
療
機
関
内
の
レ
セ
コ
ン
の

デ
ー
タ
を
、
医
療
機
関
ご
と
に

「
口
腔
診
査
情
報
標
準
コ
ー
ド

仕
様
」
に
基
づ
き
Ｃ
Ｓ
Ｖ
デ
ー

タ
と
し
て
出
力
す
る
。
口
腔
内

の
状
態
を
変
換
で
き
た
・
で
き

な
い
、
の
確
認
を
行
い
具
体
的

な
改
善
を
行
う
。
医
療
機
関
で

は
倫
理
審
査
委
員
会
で
の
申
請

や
患
者
へ
の
説
明
、
オ
プ
ト
ア

ウ
ト
に
つ
い
て
患
者
確
認
な
ど

を
行
う
。
そ
の
後
、
デ
ー
タ
を

地
域
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
へ

移
動
す
る
。
可
能
で
あ
れ
ば
デ

ー
タ
出
力
し
た
患
者
さ
ん
の
口

腔
状
態
の
画
面
を
コ
ピ
ー
出
力

し
て
も
ら
う
。
仮
想
環
境
で
あ

る
地
域
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等

に
デ
ー
タ
を
ア
ッ
プ
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
身
元
確
認
等
へ
の

活
用
が
可
能
と
な
る
。

　

既
に
実
施
さ
れ
た
実
証
実
験

で
は
、
最
終
的
に
モ
デ
ル
大
学

内
に
構
築
さ
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
仮
想
環
境
内
へ
の
デ
ー
タ

ア
ッ
プ
ま
で
は
技
術
的
に
可
能

で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

診
記
号
を
集
計
し
、
結
果
を
テ

キ
ス
ト
フ
ァ
イ
ル
に
し
て
Ｃ
Ｓ

Ｖ
形
式
に
す
れ
ば
良
い
の
だ
が
、

学
校
健
診
な
ら
で
は
の
欠
点
が

あ
っ
た
。
モ
デ
ル
事
業
を
行
っ

た
学
校
健
診
の
用
紙
は
、
小
中

学
校
九
年
分
の
口
腔
状
態
を
記

載
す
る
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
な
っ

て
い
た
。

　

途
中
、
転
校
や
学
区
外
の
中

学
に
進
学
し
た
と
き
な
ど
、
児

童
生
徒
た
ち
を
そ
の
都
度
追
え

な
い
と
い
う
こ
と
が
、
現
地
の

教
諭
か
ら
声
が
あ
が
っ
た
。
各

地
に
移
動
し
て
し
ま
っ
た
児
童

生
徒
た
ち
の
デ
ー
タ
を
、
誰
が

ク
ラ
ウ
ド
に
あ
げ
る
こ
と
を
承

諾
す
る
の
か
、
と
い
う
問
題
が

生
じ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
部
分
は
、
こ
れ
か
ら
の

課
題
と
し
て
残
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
。

　

次
号
は
、
今
後
の
事
業
計
画

に
つ
い
て
述
べ
て
い
き
た
い
。

図：生涯データの活用例（協会で作成）

問
１　

歯
科
衛
生
士
や
受
付
な

ど
の
、
従
業
員
の
新
規
雇
用
を

考
え
て
い
る
。
求
人
募
集
の
注

意
点
を
教
え
て
ほ
し
い
。

答
１　

経
営
を
安
定
、
発
展
さ

せ
る
う
え
で
優
秀
な
人
材
を
確

保
す
る
こ
と
は
、
非
常
に
重
要

な
こ
と
で
す
。
従
業
員
を
新
規

雇
用
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
様

々
な
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
す

が
、
特
に
次
の
①
〜
③
の
点
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

❶
既
に
雇
用
し
て
い
る

非
正
規
の
従
業
員
へ
の
対
応

　

新
規
に
正
規
雇
用
の
従
業
員

を
採
用
す
る
場
合
で
、
既
に
非

正
規
で
雇
用
し
て
い
る
従
業
員

が
い
る
時
に
は
、
非
正
規
の
従

業
員
の
正
規
雇
用
へ
の
転
換
の

推
進
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
非
正
規
の
従
業
員

に
対
し
、
新
規
で
正
規
雇
用
の

従
業
員
を
募
集
す
る
こ
と
の
周

経営・税務相談Q＆A

知
や
、
正
規
雇
用
へ
の
転
換
の

希
望
の
有
無
を
確
認
し
、
そ
の

機
会
を
設
け
る
こ
と
を
忘
れ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

❷
虚
偽
の
募
集
広
告
の
禁
止

　

虚
偽
の
求
人
広
告
を
出
し
た

者
に
は
、
罰
則
も
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
労
働
条
件
に
即
し
た

募
集
条
件
を
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
以
前
使
用
し
た
資
料
を

基
に
す
る
場
合
は
、
現
在
の
労

働
条
件
と
相
違
が
な
い
よ
う
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

❸
有
期
労
働
契
約
期
間
の

上
限
な
ど

　

有
期
契
約
を
交
わ
す
場
合
の

契
約
期
間
の
上
限
は
、
原
則
三

年
と
労
働
基
準
法
上
に
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
特
例
と
し
て
、

満
六
十
歳
以
上
の
労
働
者
と
の

間
に
締
結
す
る
有
期
労
働
契
約

は
、
上
限
が
五
年
に
な
り
ま

す
。
労
働
契
約
期
間
は
や
む
を

得
な
い
事
由
が
あ
る
場
合
を
除

き
、
契
約
を
満
了
す
る
ま
で
打

ち
切
る
こ
と（
雇
止
め
）は
で
き

ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
有
期
雇
用

の
従
業
員
本
人
か
ら
、
労
働
契

約
の
開
始
か
ら
一
年
を
経
過
し

た
後
に
、
使
用
者
に
退
職
を
申

し
出
た
場
合
は
い
つ
で
も
退
職

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
有
期

労
働
契
約
が
五
年
を
超
え
て
更

新
さ
れ
た
場
合
は
、
従
業
員
か

ら
の
申
し
出
に
よ
り
、
無
期
労

働
契
約
に
転
換
さ
れ
ま
す
。
こ

の
転
換
は
、
労
働
契
約
法
で
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
受
け

入
れ
な
い
こ
と
や
、
転
換
し
な

い
こ
と
を
予
め
契
約
に
盛
り
込

む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
２　

従
業
員
を
新
規
雇
用
し

た
が
、
労
働
条
件
な
ど
は
口
頭

で
伝
え
れ
ば
問
題
な
い
か
。
現

在
勤
め
て
い
る
従
業
員
に
も
書

面
は
渡
し
て
い
な
い
。

答
２　

従
業
員
を
雇
い
入
れ
る

に
あ
た
っ
て
、
労
働
条
件
は
必

ず
「
書
面
」
で
明
示
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
文
書
を

労
働
条
件
通
知
書
と
い
い
ま
す
。

明
示
す
る
条
件
は
①
労
働
契

約
の
期
間
、
②
就
業
の
場
所
・

従
事
す
る
業
務
の
内
容
、
③
労

働
時
間
、
④
賃
金
、
⑤
退
職
、

⑥
昇
給
の
六
項
目
で
す
。
別
途
、

非
正
規
の
従
業
員
に
対
し
て
は

①
昇
給
の
有
無
、
②
退
職
手
当

の
有
無
、
③
賞
与
の
有
無
、
④

雇
用
管
理
完
全
な
ど
に
関
す
る

相
談
窓
口
、
⑤
契
約
更
新
の
基

準
、
⑥
契
約
期
間
―
の
明
示
が

必
要
で
す
。
就
業
規
則
を
設
け

て
い
る
医
院
で
は
、
就
業
規
則

で
定
め
て
い
る
項
目
に
つ
い
て

「
就
業
規
則
第
○
条
参
照
」
と

す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

長
年
働
い
て
い
て
、
労
働
条

件
を
書
面
な
ど
で
通
知
し
て
い

な
か
っ
た
従
業
員
と
労
務
ト
ラ

ブ
ル
が
起
こ
り
、
労
基
署
に
相

談
さ
れ
た
結
果
、
書
面
を
渡
し

て
い
な
か
っ
た
た
め
、
雇
用
者

側
が
不
利
に
な
り
、
や
む
を
得

ず
金
銭
で
解
決
し
た
、
な
ど
と

い
う
ケ
ー
ス
は
珍
し
く
あ
り
ま

せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
を
引

き
起
こ
さ
な
い
よ
う
、
既
存
の

従
業
員
の
契
約
状
況
も
再
度
確

認
し
、
今
後
は
書
面
を
渡
し
て

い
な
か
っ
た
従
業
員
に
も
労
働

条
件
通
知
書
を
渡
す
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

問
３　

採
用
し
た
職
員
に
つ
い

て
、
試
用
期
間
を
設
け
た
い
の

だ
が
、
試
用
期
間
は
ど
の
よ
う

に
定
め
る
べ
き
か
。
ま
た
、
試

用
期
間
中
は
即
座
に
解
雇
が
で

き
る
か
。

答
３　

試
用
期
間
は
法
律
上
で

定
め
ら
れ
た
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
契
約
上
は
通
常
の
雇
用

契
約
と
同
じ
に
扱
わ
れ
ま
す
。

試
用
期
間
中
は
従
業
員
に
と
っ

て
不
安
定
な
時
期
に
な
り
、
労

働
者
保
護
の
観
点
か
ら
長
い
期

間
を
設
け
る
こ
と
は
さ
け
た
方

が
い
い
で
し
ょ
う
。
一
年
を
超

え
る
試
用
期
間
は
無
効
と
判
断

さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
試
用
期
間
中
だ
か
ら
と
言

っ
て
院
長
の
都
合
で
い
つ
で
も

解
雇
が
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ど
う
し
て
も
解
雇
し

た
い
と
い
う
場
合
は
「
客
観
的

か
つ
合
理
的
な
理
由
」
が
存
在

し
、「
社
会
通
念
上
相
当
」
と
認

め
ら
れ
る
理
由
が
必
要
で
す
。

「
態
度
が
悪
い
」、「
仕
事
を
す

ぐ
覚
え
て
く
れ
な
い
」
な
ど
、

主
観
的
な
理
由
で
あ
れ
ば
、
合

理
的
と
は
い
え
ず
、
解
雇
は
で

き
ま
せ
ん
。
雇
い
入
れ
か
ら
二

週
間
は
事
業
主
都
合
で
即
時
解

雇
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
こ
ち
ら
も
、
あ
く
ま
で
も

客
観
的
に
「
合
理
的
な
理
由
」

が
存
在
す
る
場
合
に
限
ら
れ
ま

す
。
試
用
期
間
中
に
解
雇
を
す

る
場
合
は
、
医
院
と
し
て
責
任

を
も
っ
て
職
員
教
育
に
努
め
た

か
、
と
い
う
点
が
問
わ
れ
ま
す

の
で
、そ
こ
も
考
慮
し
た
上
で
、

慎
重
に
判
断
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
試
用
期
間
を
設
け
る
場

合
は
就
業
規
則
や
労
働
条
件
通

知
書
な
ど
に
明
記
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
当
会
で
は
労
務
の
お
悩

み
に
役
立
つ
書
籍
『
医
院
経
営

と
雇
用
管
理
』（
二
〇
一
九
年

版
）
を
会
員
に
一
冊
無
料
で
配

布
し
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
場

協会の顧問弁護士と顧問税理士が回答いたします。

日日 時時：：8 月１9 日（木） 午後 2 時～5 時

定定 員員：：6 名（各３名。相談時間は 1 人 1 時間以内）

場場 所所：：東京歯科保険医協会 会議室

要要予予約約：：03－3205－2999（担当：経営管理部）

※予約は、受付順とさせていただきます。

無料相談無料相談トトララブブルル防防止止はは早早めめのの対対処処ががポポイインントト 

法法律律相相談談、、経経営営＆＆税税務務相相談談 

各種手帳等に

記載される個

人の一生涯の

データを時系

列で管理、活

用することが

検討されてい

る。

合
は
、
下
記

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
ご
注
文

く
だ
さ
い
。

申込フォーム

カルテ

東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（３） 第６１７号 ２０２１年（令和３年）８月１日（毎月１回１日発行） （第三種郵便物認可）

保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918
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【本　社】
〒 　東京都江東区辰巳
TEL　 FAX　

新
聞
に
は
た
く
さ
ん
の
話
題
が
載
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
「
大
事
な
話
題
」
や
「
伝
え
た
い
話
題
」、

「
元
気
に
な
る
話
題
」
だ
っ
た
り
。

そ
ん
な
大
切
な
新
聞
を
印
刷
し
お
届
け
す
る

会
社
で
す
。

新
聞
に
情
報
あ
り

http://www.kikanshi.co.jp/

2019 年 9月 1日、おかげさまで
７０周年をむかえます

直感的に分かる！
FLEXシリーズに電子カルテが新登場

本商品に関するお問合わせは電話・ホームページより

第６1７号

暑中御見暑中御見舞舞いい
新型コロナウィルス禍でいのちと健康を守るすべての医療従事者へ

この度の新型コロナウイルス感染症

により、不自由な生活を余儀なくさ

れている皆様に心から御見舞い申し

上げます。

会員優待割引券会員優待割引券
QRコードよりQRコードより
ご請求くださいご請求ください

電子書籍 デンタルブック

　　editor@dentalbook.jp
保険請求や知りたい情報をさくさく学べる
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研 究 会・ 行 事 案 内研 究 会・ 行 事 案 内
第１回 スタッフ講習会

～ＴＢＩ＆ＰＭＴＣ・デブライドメント～
　口腔の健康を維持するために、疾患に対しての適切な治療はもちろんですが、
同時に“セルフケア”と“プロフェッショナルケア”の両立は必須です。
　本講演では、すぐに実践できるセルフケア（ＴＢＩ）のポイントとプロフェッショ
ナルケア（ＰＭＴＣ・デブライドメント）について、症例を通して具体的にお話し
ます。 （講師より）
◇口腔衛生指導におけるポイント・声かけのヒント
◇歯周治療とＳＰＴ
◇ＰＭＴＣとデブライドメント・臨床のヒント
◇メインテナンス（ＳＰＴ）を継続させるために　

日　時 　 ８月22日（日）  午前９時30分～午後０時30分
講　師  　波多野 映子氏（古畑歯科医院 勤務 ・歯科衛生士）
会　場  　ワイム貸会議室高田馬場　住所：新宿区高田馬場1-29-9 TDビル3F
　　　　 ※ソーシャルディスタンスを十分に確保した上で定員拡大のため会場を変更しています。
参加費 　 １人  5,000円
対　象 　 歯科衛生士
定　員  　60名　
予　約　  要予約　
　　　　  申込方法：QRコードからお申込みください。当会ホームページからも予約可能です。
　　　　  ※FAXでの受付をご希望の場合は（☎03-3205-2999）にお電話ください（担当：経営管理部）

若手歯科医師向け学術ベーシック講座
第１回 ラテラルエンドのベーシック

～ステンレススチールでの根管形成の原理原則～
　今さら訊けない根管治療の基本を再確認しませんか？ニッケルチタン、マイク
ロ、ＣＴなどが話題の中心になることが多いですが、実際の診療ではまだまだス
テンレススチール+側方加圧式（ラテラル）根管充填がメインです。根管形成のス
テップも動画でわかりやすく解説致します。 （講師より）
１）成功の基準
２）使う器具、薬品
３）経過を左右するポイント
４）根尖部の形成
５）実際の術式
日　時　　８月28日（土） 午後７時～９時
講　師　　島倉 洋造 氏（東京歯科保険医協会 社保・学術部 部員 千代田区開業）
会　場　　Zoomミーティングまたは東京歯科保険医協会会議室　
　　　　　住所：新宿区高田馬場１-29-8 いちご高田馬場ビル6Ｆ
定　員　　Zoomミーティング20名、協会会議室10名　
　　　　　※感染防止の観点からZoomと会場のハイブリッド開催となります。
対象者　　40歳代までの会員限定（ご本人のみ）
参加費　　4,000円
予　約　　要予約
　　　　　申込方法：QRコードからお申込みください。当会ホームページからも予約可能です。

新規開業医講習会
　緊急事態宣言が発出されたことで、新規個別指導の実施が先送りされています。
　2019年開業の先生方は、新規個別指導が概ね終了していますが、2020年以降
に開業の先生方は、これから指導をむかえます。　　
　新規個別指導を終了した先生方は、一様に「日頃の対策が良かった」とおっし
ゃっています。コロナ禍で指導が先送りされている今であればこそ、保険請求の
ルールについて学びましょう。
　新規開業医講習会は新規指導対策、カルテ記載の留意点などを解説する33年の
歴史ある講習会です。未入会の先生も、これを機にご入会いただければ、ご参加
いただけます。ぜひ、お申込みください。
日　時　　９月５日（日）　午後０時～５時 （予定）
会　場　　ＴＡＰ高田馬場　住所：新宿区高田馬場1-31-18高田馬場センタービル3Ｆ
定　員　　50名（会員のみ）
参加費　　13,000円（テキスト代を含む）
予　約　　要予約
　　　　　申込方法：QRコードからお申込みください。当会ホームページからも予約可能です。
　　　　　未入会の場合、事前のご入会が必要です｡ ご不明点は組織部まで（☎03-3205-2999）

若手歯科医師向け学術ベーシック講座
第２回 CAD/CAMクラウンのベーシック

　CAD/CAM冠は2014年より小臼歯部に保険適用となり、昨年9月には条件付き
ではありますが全部位に適用となりました。最近では、ガラスセラミックスやジル
コニアなどによる保険適用外材料のクラウン製作においても、CAD/CAMシステム
を用いた方法が主流となってきています。そこで本講座では、対象となる症例や
支台歯形成・支台歯形態、また接着における注意点など、CAD/CAMクラウンの
ベーシックについて解説します。 （講師より）
日　時　　９月25日（土） 午後７時～９時
講　師　　阿部 菜穂 氏（東京歯科保険医協会 社保・学術部  江東区開業）
会　場　　Zoomミーティングまたは東京歯科保険医協会会議室　
　　　　　住所：新宿区高田馬場1-29-8 いちご高田馬場ビル6Ｆ
対象者　　40歳代までの会員限定（ご本人のみ）
参加費　　4,000円
定　員　　Zoomミーティング20名、協会会議室10名　
　　　　　※感染防止の観点から、Zoomと会場のハイブリッド開催となります。
予　約　　要予約　
              　申込方法：QRコードからお申込みください。当会ホームページからも予約可能です。

第２回 学術研究会
象牙質レジンコーティングのツボ

　象牙質レジンコーティングは、2019年に新規保険収載されたため、比較的新し
い歯科技術であるという認識をお持ちの方も多いかもしれません。しかし、30年
ほど前から存在する技法であり、高性能を有しているレジン接着システムの応用に
よって、露出した象牙質すべてを保護できるという特色がございます。
　今回は、明日からのチェアサイドで有益になるであろう「ツボ」を、今までの
研究成果を踏まえてご紹介させていただきます。 （講師より）
日　時　　９月30日（木）　午後６時30分～８時30分 
講　師　　柵木 寿男 氏（日本歯科大学生命歯学部接着歯科学講座 准教授）
会　場　　Zoomウェビナーまたはワイム貸会議室高田馬場　
　　　　　住所：新宿区高田馬場1-29-9 TDビル4F
定　員　　Zoomウェビナー 500名、ワイム貸会議室高田馬場52名（先着順）
参加費　　無料（会員限定）※未入会の場合は事前のご入会が必要です。
予　約　　要予約　
　　　　　申込方法：QRコードから９月23日(木)までにお申込みください｡
                                   当会ホームページからも予約可能です。

第２回 ドクター・スタッフ講習会
～シャープニング・ＳＲＰ実習～

日　時　　９月30日（木）午後６時３０分～9時「シャープニング編」
　　　　　10月20日（水）午後６時３０分～9時「SRP（手用スケーラー）編」
　　　　　11月25日（木）午後６時３０分～9時「SRP（超音波スケーラー）編」
講　師　　新田 浩 氏（東京医科歯科大学 歯科総合診療部 教授）他
会　場　　東京歯科保険医協会会議室　住所：新宿区高田馬場１－２９－８　いちご高田馬場ビル６Ｆ
定　員　　16名（各回共通）※ご予約は１診療所につき２名様まで。
参加費　　各回１名につき10,000円
予　約　　キャンセル待ちご希望の方はQRコードからお申込みください。
　　　　　当会ホームページからも予約可能です。

※ご好評につき、全3回定員に達しました。※ご好評につき、全3回定員に達しました。
　　お申込みはキャンセル待ちのみとなります。　　お申込みはキャンセル待ちのみとなります。

地域医療研究会
　今後の在宅歯科医療の動向、摂食嚥下、行政の動き、多職種連携の注意点や
ポイントを中心にお話をします。

日　時　　10月28日（木）午後７時～９時　　
講　師　　矢澤 正人 氏（医療法人永寿会 陵北病院 歯科）
会　場　　Zoomウェビナーを用いたライブ配信
　　　　　または東京歯科保険医協会会議室　住所：新宿区高田馬場1-29-8 いちご高田馬場ビル6Ｆ
定　員　　Zoomウェビナー 500名、協会会議室 18名（先着順）
参加費　　無料（会員限定）※未入会の場合はご入会が必要です。
予　約　　要予約
　　　　　申込方法：QRコードからお申し込みください。
　　　　　　　　　　当会ホームページからも予約可能です。
　　　   　　　  ウェビナーの登録案内は、別途お申込者に通知します。
　　　　　　　　　　※10月21日（木）までにお申込みください。
　　　　　　　　　　※期日を過ぎた場合はご予約いただけません。
　　　　　　　　　　※原則、感染拡大防止の観点からZoomウェビナーでのご参加をお願いします。

シャープニング編 SRP
（手用スケーラー）編

SRP
（超音波スケーラー）編

第1回 院内感染防止対策講習会

日　時　　１１月24日（水）午後７時～８時30分
講　師　　濱﨑 啓吾 氏（東京歯科保険医協会 院内感染防止対策委員会委員長）
会　場　　ワイム貸会議室高田馬場　住所：新宿区高田馬場1-29-9 TDビル4F
対象者　　会員本人のみ（代理の方の参加はできません）
定　員　　50名
参加費　　1,000円（修了証代込み）当日、受付でのお支払いになります。
予　約　　要予約
　　　　　申込方法：QRコードからお申込みください。
　　　　　※講習会を途中入場、途中退席をされた場合は、講習会の修了証は発行できません。

　この講習会は、歯初診の施設基準の届出を初めて行う方などを対象にしていま
す。更新を目的にした受講の方はご遠慮願います。なお、キャンセルが発生した
場合は、１１月１日以降に、更新目的の方にも空席分を開放いたします。ご希望の
方はキャンセル待ちとしてお申し込みください。
　なお、更新を目的とした受講をご検討の先生につきましては今後別途講習会を
開催する予定です。機関紙やホームページにてご案内いたしますので今しばらくお
待ちください。
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環
境
問
題
に
取
り
組
む

き
っ
か
け
は
。

　

地
球
温
暖
化
の
影
響
で
、
ヒ

マ
ラ
ヤ
で
は
60
年
～
90
年
代
に

約
40
回
、
大
規
模
な
雪
崩
や
土

砂
災
害
が
起
き
ま
し
た
。
そ
し

て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
モ
ン
ブ

ラ
ン
山
麓
の
フ
ラ
ン
ス
最
大
の

氷
河
、
メ
ー
ル
・
ド
・
グ
ラ
ー

ス
氷
河
を
は
じ
め
、
い
く
つ
も

の
氷
河
が
後
退
し
て
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
状
況
を
見
る

に
つ
れ
、
わ
れ
わ
れ
が
生
活
を

し
、
生
き
る
上
で
必
要
な
も
の

は
、「
大
気
」、「
水
」
で
あ
り
、

そ
れ
を
大
切
に
し
よ
う
と
思
い

立
ち
、
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
グ
ル
ー
プ

を
創
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

92
年
に
は
初
の
国
連
環
境
開

発
会
議
（
以
下
、「
地
球
環
境

サ
ミ
ッ
ト
」）
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
地
球
環
境
サ

ミ
ッ
ト
で
は
、
ル
ー
ル
ば
か
り

作
っ
て
、
実
際
の
地
球
環
境
を

守
ろ
う
と
い
う
動
き
が
感
じ
ら

—
—

ど
の
よ
う
な
活
動
を
さ

れ
た
の
で
す
か
。

　

一
例
を
挙
げ
る
と
、
森
林
関

連
の
問
題
点
と
し
て
は
、
当

時
、
森
林
を
牧
草
地
に
す
る
ア

メ
リ
カ
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

牧
畜
業
と
欧
州
の
棺
桶
、
日
本

の
割
り
箸
が
森
林
を
破
壊
す
る

環
境
問
題
の
3
点
セ
ッ
ト
に
挙

げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
日
本
で
は
、
著
名
人
ら
が

「
割
り
箸
使
う
の
を
や
め
ま
し

ょ
う
」
と
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行

い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
割
り
箸
は
森
林
の

成
長
過
程
で
密
集
化
す
る
立
木

を
間
引
く
間
伐
の
過
程
で
発
生

す
る
木
材
（
以
下
、「
間
伐
材

（
か
ん
ば
つ
ざ
い
）」）
を
使
う

こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
、
端
材
を

と
て
も
有
効
に
活
用
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
割
り
箸
が
使

え
な
く
な
る
と
林
業
を
支
え
て

い
る
方
々
が
、
大
変
困
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

　

森
林
に
も
「
経
済
林
」
と

「
自
然
林
」
と
が
あ
っ
て
、
両

方
あ
る
か
ら
環
境
林
を
保
全
す

る
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。
環
境

林
を
保
全
す
る
こ
と
は
、
地
球

環
境
を
守
る
上
で
も
非
常
に
重

要
で
す
。
木
々
は
水
を
吸
い
上

げ
、
吸
い
上
げ
た
水
は
葉
か
ら

蒸
散
す
る
こ
と
で
気
化
熱
を
奪

う
た
め
、
周
囲
が
涼
し
く
な
り

ま
す
。
さ
ら
に
蒸
発
し
た
水

は
、
ま
た
雨
に
な
っ
て
山
に
降

り
、
そ
の
循
環
を
培
っ
て
い
ま

す
。

　

そ
う
い
っ
た
自
然
の
循
環
が
、

—
—

森
林
セ
ラ
ピ
ー
に
つ
い

て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

90
年
代
、
当
時
の
森
林
総
合

研
究
所
研
究
員
で
、
現
在
、
千

葉
大
学
環
境
健
康
フ
ィ
ー
ル
ド

科
学
セ
ン
タ
ー
グ
ラ
ン
ド
フ
ェ

ロ
ー
の
宮
崎
良
文
先
生
は
、
森

林
が
持
っ
て
い
る
「
フ
ィ
ト
ン

チ
ッ
ド
」
と
い
う
成
分
が
、
人

間
の
ス
ト
レ
ス
を
緩
和
す
る
能

力
が
あ
る
事
を
フ
ィ
ー
ル
ド
実

験
で
突
き
止
め
ま
し
た
。
フ
ィ

ト
ン
チ
ッ
ド
と
い
う
言
葉

は
、
ソ
連
（
現
在
の
ロ
シ
ア
連

邦
）
の
Ｂ
・
Ｐ
・
ト
ー
キ
ン
博

士
（
以
下
、「
ト
ー
キ
ン
」）
が

p
h

yton

（
植
物
）
とcid

e

（
殺
す
）
か
ら
作
っ
た
造
語
で

す
。
植
物
の
葉
や
幹
が
傷
つ
く

と
発
散
さ
れ
る
殺
菌
力
、
微
生

物
の
忌
避
、
不
活
性
化
を
持
つ

揮
発
性
芳
香
成
分
の
こ
と
で

す
。
ト
ー
キ
ン
が
長
い
間
研
究

し
て
い
ま
し
た
。

　

森
林
が
持
つ
能
力
は
、
以
前

か
ら
林
野
関
係
の
学
科
を
持
つ

大
学
で
も
調
査
し
て
お
り
、
そ

の
中
に
細
菌
を
抑
え
る
（
忌
避

す
る
）
能
力
が
あ
る
こ
と
は
知

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
人
間
に

と
っ
て
健
康
維
持
管
理
に
必
要

な
ス
ト
レ
ス
緩
和
に
繋
が
る
こ

と
は
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

発
端
は
82
年
当
時
、
林
野
庁

長
官
だ
っ
た
秋
山
智
英
さ
ん
の

発
想
で
す
。
ト
ー
キ
ン
の
著
書

『
植
物
の
不
思
議
な
力
』
を
読

ん
だ
秋
山
氏
は
若
い
頃
か
ら
体

験
的
に
植
物
の
香
り
に
心
理
的

・
生
理
的
鎮
静
作
用
の
あ
る
こ

In�������
国際自然 ・ 森林医学会会長　医師

　今井 通子さん

【プロフィール】今井通子（いまい・みちこ）
1942年、東京都生まれ。東京女子医科大学卒業。医学博士。日本泌尿器科学会専
門医。株式会社ル・ベルソー代表取締役社長。2011年、国際自然・森林医学会
（INFOM）を設立。登山家としても知られ、女性として世界初の欧州三大北壁登
攀に成功。著書に『マッターホルンの空中トイレ』（中公文庫）、『山は私の学校だ
った』（中公文庫）、『登山のススメ』（NHK出版）ほか多数。
1995年　東京都社会福祉審議会委員
1997年　文部科学省登山研修所運営委員
1998年　横浜市スポーツ振興事業団理事、文部科学省研究開発局海洋地球課南極
　　　　  地域観測統合推進本部委員
2001年　経済産業省産業構造審議会臨時委員、車両競技分科会臨時委員等を歴任
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ま
ず
、
今
井
先
生
の
幼

少
期
の
思
い
出
な
ど
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

　

私
の
両
親
が
医
師
だ
っ
た
の

で
、
健
康
管
理
が
目
的
で
自
然

の
中
に
連
れ
て
行
か
れ
る
こ
と

が
当
た
り
前
で
し
た
。
夏
に
は

必
ず
、
家
族
で
山
や
海
へ
と
、

自
然
の
中
で
過
ご
し
ま
し
た
。

長
野
県
の
蓼
科
、
神
奈
川
県
の

箱
根
で
過
ご
し
、
近
所
の
森
や

川
へ
行
っ
て
「
探
検
ご
っ
こ
」

を
し
て
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

　
「
探
検
ご
っ
こ
」
で
は
、
そ

の
場
に
あ
る
〝
物
〟
に
「
洞
察

力
」、「
観
察
力
」
を
駆
使
し
、

さ
ら
に
「
想
像
力
」
を
高
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
沢
筋

を
伝
っ
て
行
け
ば
道
に
は
迷
わ

な
い
」
な
ど
、
論
理
的
に
考
え

る
の
で
は
な
く
、
経
験
か
ら
発

見
す
る
と
い
う
体
で
覚
え
た
こ

と
が
多
か
っ
た
で
す
。

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め

私
は
、「
こ
れ
で
本
当
に
環
境

が
良
く
な
る
の
か
」、「
自
然
環

境
が
守
ら
れ
る
か
」
と
い
う
疑

問
を
抱
き
、
そ
こ
で
、「
大
気
」、

「
水
」、
そ
の
循
環
に
寄
与
す

る
「
森
」
を
守
る
た
め
に
、
林

野
庁
の
方
々
と
相
談
し
な
が
ら

活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

何
一
つ
無
駄
な
く
、
大
き
な
生

態
系
の
機
能
を
果
た
し
て
い
ま

す
。
森
の
持
つ
こ
う
し
た
機
能

を
疲
弊
さ
せ
な
い
一
方
で
、
い

か
に
林
業
に
結
び
付
け
、
上
手

に
経
済
林
を
使
う
か
と
い
う
点

で
、
割
り
箸
は
必
要
と
考
え
て

行
動
を
行
い
ま
し
た
。

洞察力、 観察力から出てきた

想像力が大切

　1971年にヨーロッパアルプス・グランドジョラス北壁登頂に成功し、女性として世界
初の欧州三大北壁完登者となる。その後もヒマラヤのチョー・オユー峰、アフリカ最高
峰キリマンジャロなど世界の高峰を制覇する。幼い頃から医師の両親に連れられて過ご
した長野県の蓼科、神奈川県の箱根の自然の中で、「洞察力」、「観察力」、「想像力」を
高めてきた今井通子氏。医師として医学的な視点から、森林医学や森林がもたらす予防
医学的効果などを行政とともに啓発活動を行ってきた。
　今回は、環境問題に取り組むきっかけと活動内容、森林医学・森林セラピーについ
て、現下のコロナウイルス感染症の感染拡大で私たちに大切なこと、歯科医療への期待
などを伺った。聞き手は当協会の早坂美都理事。

（ 6）第６１７号東 京 歯 科 保 険 医 新 聞 （毎月１回１日発行）２０２１年（令和３年）８月１日 （第三種郵便物認可）

ホームページアドレス e-mailhttps:／／www.tokyo-sk.com／ info@tokyo-sk.com



と
に
注
目
し
て
お
り
、
フ
ィ
ト

ン
チ
ッ
ド
の
働
き
に
よ
る
こ
と

と
知
り
、
こ
れ
が
導
火
線
と
な

り
、「
日
光
浴
」、「
海
水
浴
」

と
同
じ
よ
う
に
「
森
林
浴
」
と

い
う
新
語
を
作
り
ま
し
た
。
日

光
浴
や
海
水
浴
は
、
既
に
体
験

医
学
の
中
に
あ
り
ま
し
た
が
、

森
林
浴
に
は
医
学
的
根
拠
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
何
も
な
い

と
こ
ろ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
研

究
が
始
ま
っ
た
の
で
す
。

　

そ
の
研
究
の
内
容
は
、
当

初
、
人
間
が
都
会
と
森
林
と
に

8
時
間
ほ
ど
い
た
ら
、
ど
の
よ

う
な
変
化
が
起
こ
る
の
か
と
い

う
も
の
で
、
最
初
は
慣
れ
て
い

な
い
森
の
中
の
方
が
ス
ト
レ
ス

フ
ル
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

予
測
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

実
際
に
研
究
を
進
め
る
と
、
都

会
に
8
時
間
い
る
よ
り
も
、
森

林
に
8
時
間
い
る
ほ
う
が
ス
ト

レ
ス
は
緩
和
さ
れ
免
疫
力
が
高

ま
る
結
果
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
後
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
状
態
が
保

て
る
こ
と
も
判
明
し
ま
し
た
。

科
学
的
に
エ
ビ
デ
ン
ス
の
構
築

が
進
み
、
現
在
は
「
森
林
浴
」

と
い
う
言
葉
が
「S

h
in
rin
-

yoku

」
と
し
て
国
際
的
に
学

術
論
文
で
も
使
用
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
日
本
で
は
森

林
浴
は
エ
ビ
デ
ン
ス
の
確
認
が

な
い
ま
ま
一
般
的
に
広
ま
っ
た

た
め
、
エ
ビ
デ
ン
ス
の
構
築
が

行
わ
れ
た
後
は
こ
れ
に
従
っ
た

森
林
浴
を
森
林
セ
ラ
ピ
ー
と
称

し
て
い
ま
す
。
医
学
的
根
拠
の

あ
る
森
林
内
で
の
健
康
維
持
増

進
を
図
ろ
う
と
考
え
る
人
々
が

森
林
に
出
向
く
こ
と
に
よ
り
、

地
元
経
済
に
寄
与
す
る
経
済
林

と
、
環
境
保
全
に
寄
与
す
る
自

然
林
の
役
割
が
両
立
し
ま
す
。

―
―
新
型
コ
ロ
ナ
に
つ
い
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

現
下
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
へ
の
対
応
も
そ
う
で

―
―
で
は
、
私
た
ち
に
必
要
な

こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
ず
、
私
た
ち
人
間
が
生
き

て
い
く
上
で
身
を
守
る
た
め
の

行
動
は
2
つ
あ
り
、
そ
れ
は

「
攻
撃
」
と
「
防
御
」
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍

で
、
今
、
日
本
が
行
っ
て
い
る

「
3
密
を
避
け
る
」、「
不
要
不

急
の
外
出
を
避
け
る
」、「
ス
テ

イ
ホ
ー
ム
す
る
」、
さ
ら
に

「
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
推
進
」
な

ど
は
、
逃
げ
る
ば
か
り
の
「
防

御
」
で
あ
り
、
そ
の
状
況
下
で

は
ず
っ
と
高
い
ス
ト
レ
ス
を
受

け
続
け
ま
す
。

　

今
は
東
京
都
も
財
源
の
都
合

上
、
思
う
よ
う
な
対
策
を
実
施

で
き
な
い
よ
う
で
す
が
、
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
プ
リ
ン
セ
ス
号
や
屋

形
船
で
感
染
拡
大
が
予
見
さ
れ

た
頃
に
、
財
源
を
付
け
て
「
攻

撃
」
と
「
防
御
」
を
バ
ラ
ン
ス

良
く
行
っ
て
い
れ
ば
良
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。

―
―
コ
ロ
ナ
対
応
の
「
攻
撃
」

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ

う
か
。

　
「
攻
撃
」
と
は
、
簡
単
に
言

え
ば
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を

滅
す
る
こ
と
で
す
。
公
共
施
設

や
人
が
多
く
集
ま
る
場
所
で

は
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
や
、
滅

菌
効
果
が
あ
る
紫
外
線
ラ
ン
プ

を
使
用
す
る
こ
と
、
そ
れ
か
ら

ウ
イ
ル
ス
を
電
気
分
解
し
て
除

去
で
き
る
換
気
シ
ス
テ
ム
を
設

け
る
こ
と
な
ど
で
す
。
こ
れ
ら

の
対
応
は
、
わ
が
国
だ
け
で
な

く
、
世
界
中
の
空
港
施
設
な
ど

で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
仕
組
み
を
は
じ
め
、
わ
が

国
で
も
も
っ
と
積
極
的
に
攻
撃

を
取
り
入
れ
て
い
れ
ば
、
も
し

■インタビューについてのご感想は、氏名と連絡先を明記のうえ、
info@tokyo-sk.comへお寄せください。
過去のインタビューは、当協会HPからご覧になれます。
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か
し
た
ら
今
と
は
状
況
が
違
っ

て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
攻
撃
部
分
を
忘
れ
、

「
静
か
に
し
て
、
コ
ロ
ナ
に
罹

ら
な
い
よ
う
に
し
て
…
」
の
よ

う
に
、
た
だ
逃
げ
る
だ
け
の
対

応
を
と
っ
た
点
に
、
問
題
が
あ

っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
日
々
発
表
さ
れ
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者

数
の
内
で
、
感
染
経
路
が
判
明

し
て
い
る
ケ
ー
ス
は
三
分
の
一

ぐ
ら
い
で
す
。
厳
密
に
デ
ー
タ

分
析
す
れ
ば
、
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
は
分
か
り
ま
す
が
、
医
科
学

的
な
分
析
は
何
も
し
て
い
な

い
。
経
験
則
を
も
と
に
エ
ビ
デ

ン
ス
を
構
築
し
て
い
け
ば
良
い

と
思
い
ま
す
。
た
だ
し
、
最
初

に
必
要
な
は
ず
の
経
験
が
な
い

状
態
で
、
し
か
も
柔
軟
な
発
想

も
な
い
ま
ま
進
ん
だ
た
め
、

「
攻
撃
は
最
大
の
防
御
な
り
」

の
発
想
も
、
ま
っ
た
く
な
い
や

り
方
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

あ
と
も
う
1
つ
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
限
ら
ず
、
微

生
物
は
湿
気
と
と
も
に
発
散
さ

れ
床
に
落
ち
ま
す
が
、
乾
燥
す

る
と
舞
い
上
が
り
ま
す
。
こ
れ

を
吸
う
と
感
染
し
て
し
ま
い
ま

す
。
だ
か
ら
、
吸
い
込
ま
な
い

よ
う
に
吸
引
、
掃
除
す
る
機

械
、
さ
ら
に
科
学
技
術
を
利

用
し
た
対
応
法
な
ど
の
必
要
性

を
訴
え
る
研
究
者
が
い
な
か
っ

た
こ
と
に
も
疑
問
を
覚
え
ま
す
。

　

ど
の
よ
う
な
こ
と
で
も
、
経

験
し
て
な
い
人
が
実
践
的
な
経

験
を
積
み
な
が
ら
進
ん
で
い

く
。
実
践
的
な
感
染
症
の
研
究

を
し
て
い
た
医
師
の
実
践
か
ら

得
た
経
験
か
ら
の
発
想
、
そ
れ

を
活
用
し
て
い
れ
ば
、
も
っ
と

早
く
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
移
行

で
き
た
と
思
い
ま
す
。
海
外
で

は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
ほ
う

が
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
洞
察

―
―
と
こ
ろ
で
、
歯
科
に
対
し

て
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
か
。

Ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
な
ど
活
用
し
、

歯
が
再
生
で
き
た
ら
い
い
な
と

思
い
ま
す
。
小
学
校
の
時
に
も

の
を
噛
む
時
に
は
、
80
回
以
上

噛
む
よ
う
に
言
わ
れ
ま
し
た
。

き
ち
ん
と
噛
む
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
食
べ
た
と
き
に
唾
液
に
よ

る
消
化
も
よ
く
な
り
細
か
く
砕

か
れ
る
こ
と
で
胃
の
負
担
も
軽

減
で
き
ま
す
。
世
の
中
で
は
、

食
が
注
目
を
浴
び
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
を
受
け
止
め
る
歯
科

サ
イ
ド
（
口
腔
内
）
の
医
科
学

的
広
報
も
大
切
で
す
。
例
え

ば
、
人
間
が
外
界
か
ら
取
り
入

れ
る
も
の
は
空
気
の
次
に
水
と

食
物
で
す
の
で
、
食
物
に
よ
る

精
神
的
効
果
な
ど
歯
科
か
ら
発

信
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

―
―
大
切
に
し
て
い
る
言
葉
、

考
え
方
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

大
切
に
し
て
い
る
の
は
、

「
中
庸
の
徳
」で
す
。「
中
庸
」

と
は
、
孔
子
を
始
祖
と
す
る

「
儒
教
」
に
お
い
て
徳
の
概
念

を
表
す
言
葉
で
す
。
儒
学
を
学

ぶ
時
の
四
書
と
し
て
定
め
ら
れ

た
「
中
庸
」
と
い
う
経
書
の
タ

イ
ト
ル
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
孔
子
の
言
葉
に
も
「
中

庸
の
徳
た
る
や
、
そ
れ
至
れ
る

か
な
」
と
あ
り
、
ど
ち
ら
に
も

片
寄
ら
な
い
中
庸
の
道
は
徳
の

最
高
指
標
で
あ
る
、
と
い
う
こ

と
を
述
べ
て
い
ま
す
。
ど
の
よ

う
な
道
が
中
庸
の
道
な
の
か
私

な
り
に
考
え
た
時
、
富
士
山
に

「
御
中
道
巡
り
」
と
い
う
大
行

が
あ
る
の
で
す
が
、
２
０
０
０

年
代
頃
に
富
士
山
の
大
沢
崩
れ

の
監
視
事
務
所
の
と
こ
ろ
を
管

理
し
て
い
た
建
設
省
（
現
在
の

国
土
交
通
省
）
の
方
が
い
ら
し

て
、
そ
の
方
が
特
別
な
許
可
を

取
っ
て
御
中
道
巡
り
を
し
ま
し

た
。

　

昔
、
江
戸
時
代
の
頃
は
、
ま

ず
富
士
山
を
3
回
登
り
、
そ
れ

が
で
き
た
人
が
御
中
道
巡
り
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
私
は
登
山
家
で
、

上
に
登
る
ほ
う
が
技
術
的
に
は

寒
さ
も
あ
っ
て
難
し
い
こ
と
は

知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
中
道
を

巡
る
こ
と
の
方
が
上
位
と
な
る

理
由
が
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
ま
し
て
や
、
江
戸
時
代
の

頃
は
装
備
も
揃
っ
て
い
な
い

し
、
体
力
的
に
も
御
中
道
の
ほ

う
が
優
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
実
際
に
御
中
道
巡

り
を
や
っ
て
み
る
と
、
初
め
の

う
ち
は
、
生
え
て
い
る
草
の
種

類
や
周
囲
の
景
色
を
楽
し
む
こ

と
も
で
き
た
の
で
す
が
、
目
の

前
は
富
士
の
同
じ
傾
斜
面
し
か

見
え
ず
、
ま
た
、
頂
上
を
目
指

す
と
い
う
目
的
も
な
い
上
、
左

足
を
谷
側
に
向
け
て
、
右
は
進

行
方
向
に
し
て
2
日
間
歩
き
続

け
る
と
、
次
第
に
飽
き
て
し
ま

う
と
と
も
に
、
疲
れ
も
た
ま
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な

時
、
す
っ
と
上
を
仰
い
だ
り
、

下
を
見
た
り
す
る
と
、
今
、
自

分
が
い
る
と
こ
ろ
が
「
中
道
（
中

庸
）」、
つ
ま
り
真
ん
中
だ
と
気

付
き
ま
し
た
。
真
ん
中
を
行
く

と
い
う
こ
と
の
難
し
さ
と
大
切

さ
、
そ
し
て
こ
こ
か
ら
の
目
線

が
一
番
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い

る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
下
を

見
つ
め
れ
ば
、
人
々
の
生
活
が

あ
っ
て
、
上
を
見
上
げ
れ
ば
空

に
向
か
っ
て
雪
が
積
も
っ
て
い

て
、
こ
の
御
中
道
巡
り
が
私
に

は
実
感
と
し
て
の
中
庸
の
徳
で

す
。

̶
̶

本
日
は
貴
重
な
お
時
間
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
了
）

す
が
、
医
学
的
根
拠
に
固
執
し

た
対
応
で
は
、
時
間
が
か
か
り

ま
す
。
臨
床
医
の
持
つ
経
験
医

学
に
よ
る
推
論
を
も
っ
と
活
か

す
べ
き
だ
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

力
、
観
察
力
か
ら
出
て
き
た
想

像
力
が
大
切
だ
か
ら
で
す
。
し

か
し
、
日
本
で
は
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
カ
ー
が
育
っ
て
こ
な
い
。

こ
れ
は
由
々
し
き
事
態
で
す
。
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去
る
六
月
二
十
三
日
に
開
催

さ
れ
た
第
四
百
八
十
一
回
中
央

社
会
保
険
医
療
協
議
会
総
会

（
以
下
、
「
中
医
協
」）
に
お

い
て
、
磁
性
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト

が
区
分
Ｃ
２
で
承
認
さ
れ
、

九
月
一
日
か
ら
保
険
収
載
さ
れ

る
こ
と
は
、
本
紙
七
月
号
で

報
告
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
本

稿
で
は
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

　

磁
性
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
は
、

一
九
九
二
年
に
日
本
で
初
め
て

開
発
さ
れ
、
可
撤
性
義
歯
の

保
険
外
治
療
の
ア
タ
ッ
チ
メ
ン

ト
と
し
て
、
既
に
長
期
に
わ
た

っ
て
臨
床
で
使
用
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
今
回
、
保
険
収
載
さ

九
月
に
期
中
収
載
さ
れ
る
磁

性
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
に
つ
い

て
、
教
え
て
く
だ
さ
い
。

期
中
収
載
さ
れ
る
磁
性
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト

教えて！教えて！

会長!!  Vol.会長!!  Vol.4949

れ
る
磁
性
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト

は
、
販
売
名
「
フ
ィ
ジ
オ
マ
グ

ネ
ッ
ト
」、
保
険
適
用
希
望
企

業
「
株
式
会
社
ケ
デ
ィ
カ
」

で
す
。
な
お
、
製
造
販
売
お

よ
び
主
た
る
設
計
は
「
Ｎ
Ｅ

Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｘ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

株
式
会
社
」
で
、
販
売
は
「
株

式
会
社
ニ
ッ
シ
ン
」
で
す
。

　

フ
ィ
ジ
オ
マ
グ
ネ
ッ
ト
は
、

磁
性
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
で
注

意
点
な
ど
は
。

磁
性
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
が
期

中
収
載
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
経
緯
に
つ
い
て
。

従
来
の
根
面
板
の
み
の
支
台

装
置
と
比
較
し
て
磁
石
の
特
性

が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
維
持
力

の
向
上
あ
る
い
は
維
持
力
の
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
が
図
れ
る
な
ど
、

様
々
な
臨
床
的
利
点
が
挙
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。

本
稿
で
は
、
い

く
つ
か
の
注
意
点
な
ど
を
以
下

に
記
し
ま
す
。

❶
磁
石
構
造
体
と
キ
ー
パ
ー

に
は
、
磁
性
合
金
成
分
と
し
て

ク
ロ
ム
、
非
磁
性
合
金
成
分
と

し
て
ニ
ッ
ケ
ル
な
ど
が
入
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
金
属
ア
レ
ル

ギ
ー
患
者
へ
の
使
用
に
は
注
意

が
必
要
で
あ
り
、
さ
ら
に
金
属

ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
の
発
現
の
可

能
性
を
知
っ
て
お
く
こ
と
が
重

要
で
す
。

❷
キ
ー
パ
ー
を
装
着
し
た
根

面
板
が
口
腔
内
に
あ
っ
た
状
態

で
頭
部
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ（M

agn
etic 

今
か
ら
約
二
年
前
の
二
〇
一

九
年
六
月
、
二
〇
二
〇
年
度

診
療
報
酬
改
定
に
向
け
、
日

R
e
so
n
an
ce
 Im
agin

g

／
磁
気
共
鳴
画
像
）
検
査
を
行

っ
た
場
合
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
で
得
ら
れ

た
像
に
部
分
的
な
乱
れ
や
欠
損

な
ど
の
ア
ー
チ
フ
ァ
ク
ト
が
生

じ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
Ｍ

Ｒ
Ｉ
検
査
前
に
キ
ー
パ
ー
の
撤

去
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま

す
。
な
お
、
根
面
板
へ
の
キ

ー
パ
ー
の
設
置
方
法
に
は
、
鋳

接
法
と
Ｄ
Ｂ
法
が
あ
り
ま
す

が
、
今
回
保
険
収
載
さ
れ
た
フ

ィ
ジ
オ
マ
グ
ネ
ッ
ト
は
、
キ
ー

パ
ー
の
み
の
除
去
が
鋳
接
法
よ

り
も
除
去
が
容
易
な
Ｄ
Ｂ
法
の

み
な
の
で
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
時

に
除
去
し
や
す
い
方
法
の
み
が

保
険
収
載
さ
れ
た
と
い
え
ま
す
。

❸
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
の
際
、
必
ず

磁
石
構
造
体
が
装
着
さ
れ
た
義

歯
を
外
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
、
事
前
に
患
者
に
説
明

し
ま
す
。

❹
二
〇
二
二
年
度
診
療
報
酬

改
定
ま
で
は
、
単
純
イ
ン
レ
ー

の
技
術
料
が
準
用
点
数
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
全
歯
種
で
技
術

義
歯
に
設
置
す
る
磁
力
を
有
す

る
磁
石
構
造
体
（
磁
石
）
と
、
支

台
歯
の
根
面
板
（
キ
ャ
ス
ト
ベ

ー
ス
あ
る
い
は
コ
ー
ピ
ン
グ
）

に
ダ
イ
レ
ク
ト
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ

法
（
以
下
、
「
Ｄ
Ｂ
法
」）
で
設
置

さ
れ
る
キ
ー
パ
ー
（
磁
性
ス
テ

ン
レ
ス
）
か
ら
な
り
、
特
定
保

険
医
療
材
料
と
し
て
保
険
点
数

は
、
磁
石
構
造
体
は
七
百
七
十

七
点
、
キ
ー
パ
ー
は
二
百
三
十

三
点
と
す
る
こ
と
が
中
医
協
で

承
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
二
〇
二
二
年
度
診

療
報
酬
改
定
に
お
い
て
、
新
た

に
技
術
料
が
設
定
さ
れ
る
は
ず

で
す
が
、
二
〇
二
二
年
四
月

の
改
定
ま
で
の
七
カ
月
間
は
、

現
在
あ
る
項
目
の
準
用
技
術
料

が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
技
術

料
は
単
純
イ
ン
レ
ー
の
百
九
十

点
、
保
険
医
療
材
料
料
は
複

本
歯
科
医
学
会
が
所
属
専
門
分

科
会
、
認
定
分
科
会
で
作
成

さ
れ
た
医
療
技
術
評
価
提
案
書

を
厚
生
労
働
省
に
提
出
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
二
〇
二
〇
年

一
月
九
日
に
中
医
協
内
の
二
〇

一
九
年
度
第
三
回
診
療
報
酬
調

査
専
門
組
織
・
医
療
技
術
評

価
分
科
会
が
開
催
さ
れ
、
そ

の
議
論
を
踏
ま
え
た
最
終
評
価

案
が
提
出
さ
れ
、
一
月
二
十

二
日
の
中
医
協
総
会
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
中
に
日
本

補
綴
歯
科
学
会
が
提
出
し
た
医

療
技
術
評
価
提
案
書
（
保
険

未
収
載
技
術
）
と
し
て
「
磁

性
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
を
用
い
た

義
歯
の
支
台
装
置
」
が
あ
り

ま
し
た
。
本
来
、
最
速
で
二

〇
二
〇
年
四
月
の
二
〇
二
〇
年

度
診
療
報
酬
改
定
時
に
保
険
収

載
さ
れ
て
も
よ
か
っ
た
の
で
す

が
、
今
回
の
磁
性
ア
タ
ッ
チ
メ

ン
ト
が
保
険
医
療
材
料
と
し
て

承
認
さ
れ
、
保
険
収
載
さ
れ

る
二
〇
二
一
年
九
月
ま
で
、
す

な
わ
ち
中
医
協
の
承
認
か
ら
約

料
は
百
九
十
点
で
す
。
金
パ
ラ

の
材
料
料
は
別
途
加
算
さ
れ
ま

す
が
、
技
工
士
側
の
製
作
技

工
料
を
技
術
料
の
七
割
と
す
る

と
一
千
三
百
三
十
円
が
技
工
士

側
の
製
作
料
と
な
り
、
現
実
的

な
料
金
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
さ

ら
に
、
ワ
ッ
ク
ス
ア
ッ
プ
時
に

使
用
す
る
キ
ー
パ
ー
ハ
ウ
ジ
ン

グ
パ
タ
ー
ン
も
製
作
経
費
と
し

て
か
か
り
ま
す
。
二
〇
二
二
年

四
月
の
改
定
時
に
、
適
切
な
点

数
設
定
が
必
要
で
す
。

❺
製
品
に
付
属
し
て
い
る
材
料

の
名
称
や
ロ
ッ
ト
番
号
な
ど
が

記
載
さ
れ
た
シ
ー
ル
は
、保
存
、

管
理
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

❻
従
前
、
磁
性
ア
タ
ッ
チ
メ
ン

ト
は
保
険
外
診
療
の
対
象
で
し

た
が
、
今
回
、
フ
ィ
ジ
オ
マ
グ

ネ
ッ
ト
を
用
い
た
磁
性
ア
タ
ッ

チ
メ
ン
ト
義
歯
が
保
険
収
載
さ

れ
た
た
め
、
保
険
医
療
機
関

と
し
て
請
求
誤
り
に
な
ら
な
い

よ
う
、
注
意
が
必
要
で
す
。

　
　
　

東
京
歯
科
保
険
医
協
会

　
　
　

会
長　

坪
田
有
史

雑
イ
ン
レ
ー
の
点
数
と
な
っ
て

お
り
、
金
パ
ラ
の
根
面
板
と

キ
ー
パ
ー
の
点
数
は
、
小
臼
歯

で
「
六
百
二
十
四
＋
二
百
三
十

三=

八
百
五
十
七
点
」、
大
臼

歯
で
「
七
百
八
十
三
＋
二
百
三

十
三=

千
十
六
点
」
で
す
。

装
着
に
は
装
着
料
四
十
五
点
と

内
面
処
理
加
算
２
の
四
十
五
点

を
準
用
し
て
算
定
し
ま
す
。

ま
た
、
装
着
時
の
セ
メ
ン
ト
料

は
各
装
着
材
料
料
を
算
定
し
ま

す
。
一
方
、
義
歯
に
磁
石
構

造
体
を
装
着
す
る
際
、
義
歯

修
理
の
点
数
を
準
用
し
ま
す
。

1）磁性アタッチメントの構造 2）装着イメージ

一
年
半
と
、
長
い
期
間
が
経
過
し

て
の
保
険
収
載
と
な
り
ま
し
た
。

医道審議会医道分科会

　

七
月
一
日
、
医
道
審
議
会
医

道
分
科
会
が
開
催
さ
れ
、
医
師

・
歯
科
医
師
の
行
政
処
分
に
つ

い
て
、
医
師
二
十
八
名
、
歯
科

医
師
十
六
名
に
対
す
る
行
政
処

分
に
つ
い
て
諮
問
が
な
さ
れ
た
。

　

同
分
科
会
で
は
、
審
議
の
結

果
、
医
師
十
八
名
、
歯
科
医
師

六
名
に
対
す
る
行
政
処
分
及
び

医
師
十
名
、
歯
科
医
師
十
名
に

対
す
る
行
政
指
導
（
厳
重
注

意
）を
す
る
旨
の
答
申
を
し
た
。

　

厚
労
省
は
翌
日
、
分
科
会
の

答
申
を
踏
ま
え
、
行
政
処
分
等

を
発
表
し
た
。

歯科医師６件

　歯科医業停止３年１件

（危険運転致傷、道路交通法違反１件）

　歯科医業停止６月１件

（過失運転致傷、道路交通法違反１件）

　歯科医業停止４月３件

（道路交通法違反３件）

　歯科医業停止２月１件

（無免許過失運転致傷１件）

厚労省に対し

歯科医師6名の行政処分を答申

図：フィジオマグネット(中医協総会資料より)

募集期間：8月16日～ 10月25日

　

保
険
医
年
金
に
お
申
込
み
い
た
だ
い
た
先
生
方
へ
、
加
入
日

・
振
替
日
な
ど
に
つ
い
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

　

▼
加
入
日
…
9
月
1
日

　

▼
初
回
掛
金
振
替
日
…
月
払
の
場
合
は
8
月
25
日

　
　
　
　
　
　
　

一
時
払
の
場
合
は
8
月
13
日
ま
で
に
振
込　
　

　
　
　
　
　
　
　
（
一
時
払
振
込
案
内
は
7
月
下
旬
発
送
）

　

▼
加
入
者
証
の
送
付
…
10
月
下
旬
郵
送

※
掛
金
は
、
経
費
に
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

保
険
医
年
金

　

六
月
二
十
四
日
、
第
一
回
学

術
研
究
会
を
協
会
会
議
室
と
Ｚ

ｏ
ｏ
ｍ
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
を
用
い
た

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
形
式
で
開
催
し

た
。
現
地
参
加
の
二
名
を
加

え
、
七
十
二
名
の
参
加
が
あ
っ

た
。「
開
業
医
で
行
う
周
術
期

口
腔
機
能
管
理
の
実
際
〜
医
科

歯
科
連
携
の
実
例
を
も
と
に
〜
」

を
テ
ー
マ
に
、
な
か
な
か
連
携

す
る
こ
と
が
困
難
な
歯
科
の
標

榜
の
な
い
病
院
と
の
周
術
期
医

療
連
携
に
つ
い
て
双
方
の
立
場

か
ら
講
演
し
た
。
医
科
か
ら
、

平
井
理
泉
氏
（
東
京
北
医
療
セ

ン
タ
ー
血
液
内
科
医
長
）
が

登
壇
、
歯
科
か
ら
、
濱
﨑
啓
吾

理
事
（
浜
崎
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

副
院
長
）
が
登
壇
し
た
。

　

最
初
に
、
平
井
氏
よ
り
歯
科

を
標
榜
し
な
い
病
院
の
現
状
、

血
液
内
科
を
受
診
し
た
患
者
に

対
す
る
歯
科
治
療
の
必
要
性
を

説
き
、「
か
か
り
つ
け
歯
科
医
」

へ
の
受
診
を
促
し
通
院
を
継
続

さ
せ
る
こ
と
の
重
要
性
を
述
べ

た
。
ま
た
、
血
液
疾
患
の
病
態

に
つ
い
て
、
検
査
デ
ー
タ
等
を

用
い
て
懇
切
丁
寧
に
解
説
し
た
。

続
い
て
、
濱
﨑
氏
か
ら
は
「
医

科
か
ら
の
依
頼
を
待
つ
だ
け
の

受
け
身
の
姿
勢
で
は
な
く
、
積

極
的
に
診
療
情
報
連
携
共
有
料

を
活
用
し
、
わ
れ
わ
れ
か
ら
周

２
０
２
１
年
度　

第
1
回
学
術
研
究
会

周
術
期

口
腔
機
能
管
理
が
重
要

術
期
の
口
腔
機
能
管
理
を
行
う

こ
と
が
必
要
で
あ
る
」
と
述
べ

た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
積
極
的

に
歯
科
か
ら
の
医
科
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
に
努
め
て
い
き
た
い
」、

「
連
携
す
る
こ
と
の
重
要
性
を

改
め
て
感
じ
た
」
等
、
有
病
者

を
治
療
す
る
際
の
正
し
い
知
識

と
、
患
者
を
中
心
に
据
え
て
の

医
科
歯
科
連
携
の
在
り
方
・
重

要
性
を
再
認
識
で
き
た
研
究
会

と
な
っ
た
。
な
お
、
本
研
究
会

の
模
様
は
、
デ
ン
タ
ル
ブ
ッ
ク

上
に
配
信
さ
れ
る
。

講演をする平井理泉氏(左)と濱﨑啓吾理事(右)

（８）第６１７号東 京 歯 科 保 険 医 新 聞 （毎月１回１日発行）２０２１年（令和３年）８月１日 （第三種郵便物認可）
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月日 部位 療法・処置 点数

初診 歯科外来等感染症対策実施加算

上顎前歯部Ｂｒが不適合で唇側にフレアアウト。歯

周ポケット深く、歯周治療用装置を製作する。

塊回会恢塊
嚇格嚇

Ｐ精検（検査結果 略） 注注①①②②

重度歯周病で咬合が崩壊。歯周外科手術の実施も想

定され、治療に長期間要す。 注注③③

パノラマＸ－Ｒａｙ パ電

全顎的に２ ３程度の水平的な骨吸収を認める。

欠損部は問題なし。

歯科疾患管理料 （文書提供 写しを添付）

塊回会恢塊 スケーリング ×

Ｐ基処（ ） 注④

塊回会恢塊
嚇格嚇

歯清

再診 歯科外来等感染症対策実施加算

兜噛兜 スケーリング ×

再診 歯科外来等感染症対策実施加算

塊回会恢塊
嚇格嚇

Ｐ精検（検査結果 略）

咀嚼機能改善のため、歯周治療用装置を製作して、

歯周治療をすることを説明し、同意を得る。

鞄噛鞄 ＳＲＰ ×

快悔壊概悔快
廓各核各廓

歯周治療用装置 既製トレイ、アルジネート 注注⑤⑤

歯周治療用装置ＢＴ バイトワックス 注注⑤⑤

再診 歯科外来等感染症対策実施加算

兜瓦株兜 ＳＲＰ ×

快悔壊概悔快
廓各核各廓

歯周治療用装置（床形態）装着 注注⑥⑥⑦⑦ ｘ

人工歯（レジン歯） ｘ

海塊 兜患 線鉤二腕鉤（レスト付き） ｘ

再診 歯科外来等感染症対策実施加算

快悔壊概悔快
廓各核各廓

歯周治療用装置（床形態）調整 （内容略） 注注⑧⑧

貫解玩 除去（前装ＭＣ、レジン前装ポンティック） ｘ

歯周治療用装置（冠形態）装着 注注⑨⑨ ｘ

回会咳悔回 ＳＲＰ ｘ

歯歯周周治治療療用用装装置置
重度歯周病で長期の治療が予測される患者に対し、治療中の咀嚼機能の

回復や残存歯への咬合の負担軽減を目的に、冠やブリッジ形態又は床義歯
形態の装置を製作し、歯周治療用装置を算定できる。特徴を解説する。

患者： 歳・男性

主訴：奥歯がなくてかめない。前歯がないのが気になる。

所見：全顎的に歯石沈着と歯肉発赤が認められる。前歯部ポンティックの

レジン前装部が破損。上下顎臼歯部は欠損で、義歯は未使用。

傷病名： 貫解玩 フテキ、 回魁 Ｃ３処置歯

施設基準：歯初診

《解説》

注① 歯周治療用装置の算定には、歯周精密検査（P精検）が必要で

ある。

なお、歯周基本治療の終了前でも、歯周治療用装置は算定できる。

注② Ｐ精検は、4点以上の歯周ポケット測定、プロービング時の出血

の有無、歯の動揺度およびプラークチャートを用いてプラーク付着状況

の検査を、一口腔単位で実施した場合に、算定できる。

検査結果をカルテに記載するか、検査結果が分かる記録を添付する。

注③ 歯周治療用装置は、重度の歯周病で長期の治療期間が予測さ

れる患者に対し、治療中の咀嚼機能の回復および残存歯への咬合の

負担の軽減等を目的とするために装着する冠形態または床義歯形態

の装置をいう。

注④ 歯周基本治療処置（Ｐ基処）は、歯周基本治療を行った部位に、

薬剤で歯周ポケット内洗浄などの処置を行った場合、月1回に限り算定

できる。カルテには使用した薬剤名を記載する。

注⑤ 歯周治療用装置の印象採得、咬合採得、装着料および修理の

費用は、算定できない。保険医療材料料も所定点数に含まれる。

注⑥ 歯周治療用装置（床義歯形態）のものは、欠損歯数にかかわら

ず、1装置につき750点を算定する。床義歯に付属する人工歯、クラス

プ、バーなどは算定できるが、義管、歯リハ1は算定できない。

注⑦ 歯周治療用装置（床義歯形態のもの）を装着後、6ケ月以内であ

っても有床義歯の保険請求ができる。

また患者の都合などにより装着予定日から1ケ月以上経過した場合

は、未装着物の請求ができる。

注⑧ 歯周治療用装置（床義歯形態のもの）の調整指導の費用は、所

定点数に含まれる。

注⑨ 歯周治療用装置（冠形態のもの）は1歯につき50点を算定する。

なお、本事例のように冠形態のものを連結したブリッジタイプのポンテ

イック部も、1歯につき50点を算定する。

なお、当該部位へのブリッジ製作にあたり、リテイナーを製作した場

合は、リテイナーの費用を算定できる。

＊＊実実態態にに即即ししててごご請請求求くくだだささいい＊＊

10月から『ペリオフィール歯科用軟膏２％』の名称が変更されます

『ペリオフィール歯科用軟膏２％』の販売名が変更になり、『ミノサイ

クリン塩酸塩歯科用軟膏2％「昭和」』に変わります。 『ペリオフィール歯

科用軟膏２％』の名称が使用できるのは、2021年9月末までです。

10月以降のレセプト請求時にはご注意ください。

塊回会恢塊
嚇格嚇

快悔壊概悔快
廓各核各廓

旧販売名 ペリオフィール歯科用軟膏２％

新販売名 ミノサイクリン塩酸塩歯科用軟膏2％「昭和」

（ 9） 第６１７号 ２０２１年（令和３年）８月１日東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（毎月１回１日発行） （第三種郵便物認可）

保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918



◆
第
６
回
（
臨
時
）
理
事
会
◆

　

六
月
十
三
日
㈰
、
午
後
四
時

十
五
分
〜
四
時
三
十
分
。
会

長
、
副
会
長
五
名
、
理
事
十
五

名
、
監
事
二
名
、
事
務
局
六
名

の
出
席
。
二
〇
二
一
年
度
第
四

十
九
回
定
期
総
会
の
終
了
後
に

臨
時
理
事
会
を
開
催
。
会
長
、

副
会
長
選
出
を
役
員
選
出
規
定

お
よ
び
役
員
選
挙
規
則
に
則

り
、
選
挙
管
理
委
員
会
管
理
の

も
と
で
実
施
。
会
長
に
坪
田
有

史
理
事
。
副
会
長
に
山
本
鐵
雄

理
事
、
川
戸
二
三
江
理
事
、
松

島
良
次
理
事
、
馬
場
安
彦
理

事
、
加
藤
開
理
事
の
五
氏
を
互

選
し
た
。

◆
第
７
回
理
事
会
◆

　

六
月
二
十
五
日
㈮
、
午
後
八

時
〇
〇
分
〜
九
時
五
十
分
。
会

長
、
副
会
長
五
名
、
理
事
十
五

名
、
監
事
一
名
、
事
務
局
五
名

の
出
席
。

【
政
策
課
題
】　

①
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

た
め
の
筋
肉
内
注
射
実
技
研
修

の
実
施
に
向
け
て
、
東
京
都
と

協
定
を
結
ぶ
こ
と
を
確
認
。
②

厚
生
労
働
省
「
歯
科
医
療
提
供

体
制
等
に
関
す
る
検
討
会
」
資

料
に
つ
い
て
検
討
。
ま
た
、

「
第
二
回
歯
科
医
療
提
供
体
制

等
に
関
す
る
検
討
会
」
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
基
づ
き
、
引
き
続

き
検
討
す
る
。
③
東
京
都
へ
の

予
算
要
請
の
内
容
、
実
施
時
期

に
つ
い
て
検
討
し
た
。

【
各
部
検
討
課
題
】　

⑴
診
療

報
酬
に
関
す
る
厚
生
労
働
省
へ

の
要
望
書
（
案
）
の
検
討
、
⑵

七
月
十
一
日
㈰
開
催
の
「
医
科

歯
科
連
携
研
究
会
２
０
２
１
」

の
準
備
、
⑶
「
会
員
Ｗ
Ｅ
Ｂ
懇

談
会
」
の
開
催
提
案
、
⑷
会
費

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
検
討
。

【
運
動
課
題
】
⑴
「
保
険
で
よ

り
良
い
歯
科
医
療
」
署
名
の
進

捗
状
況
、
⑵
保
団
連
国
会
要
請

の
今
後
の
予
定
に
つ
い
て
確

認
。

【
そ
の
他
】　

⑴
保
団
連
会
議

報
告
、
⑵
磁
性
ア
タ
ッ
チ
メ
ン

ト
義
歯
が
九
月
一
日
か
ら
保
険

適
用
―
ほ
か
を
確
認
。

◆
第
８
回
理
事
会
◆

　

七
月
八
日
㈭
、
午
後
七
時
〇

〇
分
〜
九
時
五
十
分
。
会
長
、

副
会
長
五
名
、
理
事
十
七
名
、

監
事
二
名
、
事
務
局
十
五
名
の

出
席
。

【
七
月
度
の
諸
活
動
】　

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
、「
保

険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
」
署

名
な
ど
を
中
心
に
取
り
組
む
こ

と
を
確
認
。

【
活
動
の
ま
と
め
】　

六
月
度

の
活
動
の
ま
と
め
を
報
告
通
り

確
認
。

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関

連
】　

六
月
度
に
寄
せ
ら
れ
た

支
援
金
や
ワ
ク
チ
ン
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
状
況
等
を
確

認
。
東
京
都
中
小
企
業
者
等
月

次
支
援
給
付
金
が
紹
介
さ
れ
た
。

【
そ
の
他
】　

⑴
入
会
当
月
の

会
費
に
つ
い
て
協
議
、
周
知
期

間
な
ど
を
考
慮
に
入
れ
て
、
十

一
月
入
会
者
か
ら
当
月
会
費
を

徴
収
す
る
こ
と
を
確
認
。
⑵
機

関
紙
七
月
号
の
企
画
、
⑶
デ
ン

タ
ル
ブ
ッ
ク
へ
の
動
画
掲
載
期

間
な
ど
を
確
認
。

【
組
織
の
現
勢
】　

七
月
一
日

付
会
員
数
五
千
九
百
十
三
名

（
入
会
十
五
名
、
退
会
十
三

名
）。

連
載
／
私
の
目
に
映
る
歯
科
医
療
界

連
載
／
私
の
目
に
映
る
歯
科
医
療
界 

⑤⑤

　

東
洋
経
済
新
報
社

　

編
集
局
報
道
部
記
者

大
西

富
士
男

アルツハイマー病新薬で巨額出費必至アルツハイマー病新薬で巨額出費必至
診療報酬への影響大、 歯科は今から備えよ

—
—

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
新
薬
は

　
　
　
　

日
本
で
も
巨
額
出
費
懸
念
が
…

　

ア
デ
ュ
ヘ
ル
ム
の
米
国
で
の

薬
価
は
、
患
者
一
人
、
年
間
投

与
分
で
五
・
六
万
ド
ル
。
日
本

円
に
し
て
六
百
十
万
円
と
、
か

な
り
の
高
額
だ
。

　

Ａ
Ｄ
薬
で
は

　

支
払
い
抑
制
に
限
界
が

　

た
だ
、
日
本
で
も
一
時
話
題

に
な
っ
た
希
少
疾
患
の
脊
髄
性

筋
萎
縮
症
薬「
ゾ
ル
ゲ
ン
ス
マ
」

の
米
国
薬
価
は
二
億
円
超
だ
。

薬
価
で
上
を
行
く
薬
は
ほ
か
に

も
あ
る
が
、こ
の
薬
の
問
題
は
、

患
者
人
口
が
巨
大
な
こ
と
だ
。

米
国
で
は
Ａ
Ｄ〝
予
備
軍
〞
の

軽
度
認
知
障
害（
Ｍ
Ｃ
Ｉ
）
を

含
め
れ
ば
六
百
万
人
の
Ａ
Ｄ
患

者
が
い
て
、
日
本
で
も
五
百
万

人
を
抱
え
る
と
推
定
さ
れ

る
。
ア
デ
ュ
ヘ
ル
ム
が
想
定
す

る
Ｍ
Ｃ
Ｉ
と
軽
度
Ａ
Ｄ
患
者
に

絞
っ
て
も
百
万
人
は
下
ら
な
い
。

　

こ
の
た
め
膨
大
な
薬
剤
料
の

負
担
が
発
生
す
る
。
米
国
で
は

百
万
人
の
患
者
が
こ
の
薬
を
使

う
と
、
そ
の
支
出
額
が
五
百
六

十
億
ド
ル（
約
六
・
一
兆
円
）

に
達
す
る
。
Ａ
Ｄ
患
者
の
大
半

は
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
だ

か
ら
、
米
国
の
公
的
医
療
保
険

（
メ
デ
ィ
ケ
ア
）
に
大
半
の
財
政
の

し
わ
寄
せ
が
い
く
。
こ
れ
を
ど

う
す
る
か
、
と
今
米
国
で
は
官

民
で
議
論
が
沸
騰
し
て
い
る
。

ア
デ
ュ
ヘ
ル
ム
承
認
の

　

可
否
は
年
内
に
判
明
か

　

昨
年
十
二
月
に
、
ア
デ
ュ
ヘ

ル
ム
の
承
認
申
請
が
提
出
さ
れ

—
—

歯
科
診
療
報
酬
に
も
悪
影
響

　
　
　
　

予
防
治
療
シ
フ
ト
等
へ
の
準
備
を

　

日
本
の
エ
ー
ザ
イ
と
米
国
の
バ
イ
オ
ジ
ェ

ン
が
共
同
開
発
し
た
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病

（A
lzh
eim
er's d

isease

／A
D

）

治
療
用
の
新
薬「
ア
デ
ュ
ヘ
ル
ム
」
が
、
六

月
初
旬
に
米
国
で
承
認
さ
れ
た
。「
ア
リ
セ

プ
ト
」
な
ど
既
存
の
Ａ
Ｄ
薬
と
違
い
、
病
気

の
原
因
と
い
わ
れ
る
脳
内
の
た
ん
ぱ
く
質
を

除
去
し
、
認
知
力
な
ど
の
低
下
を
遅
ら
せ
る

効
果
を
謳
う
Ａ
Ｄ
薬
と
し
て
、
世
界
で
初
め

て
臨
床
現
場
で
使
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

患
者
や
家
族
に
は
一
筋
の
光
明
で
あ

り
、
礼
賛
報
道
が
相
次
い
で
い
る
が
、
注
意

を
払
う
必
要
が
あ
る
。
最
終
試
験
の
有
効
性

が
不
確
か
な
中
で
の
米
国
当
局
の
強
行
承
認

だ
っ
た
こ
と
、
安
全
性
や
今
後
の
Ａ
Ｄ
薬
開

発
へ
の
悪
影
響
な
ど
、
懸
念
も
多
い
。

　

こ
こ
で
は
、
歯
科
医
療
界
に
影
響
が
あ
る

ポ
イ
ン
ト
に
絞
っ
て
述
べ
た
い
。

て
い
る
日
本
も
対
岸
の
火
事
で

は
な
い
。

　

承
認
す
る
か
ど
う
か
の
審
議

は
、
早
け
れ
ば
年
内
に
も
結
論

が
ま
と
ま
る
と
み
ら
れ
る
。
米

国
と
違
う
判
断
、
す
な
わ
ち
承

認
し
な
い
と
な
れ
ば
日
本
の
当

局
に
と
っ
て
の〝
英
断
〞
と
な

る
が
、
時
に
、
米
国
と
違
う
判

断
を
す
る
欧
州
と
違
っ
て
、
日

本
の
場
合
は
過
去
を
見
る
限
り

そ
の
可
能
性
は
極
め
て
小
さ
い

だ
ろ
う
。

　

米
国
で
承
認
さ
れ
た
薬
が
日

本
で
は
保
険
で
使
え
な
い
と
な

れ
ば
、
同
じ
薬
に
対
し
て
日
米

当
局
の
評
価
が
ま
っ
た
く
異
な

る
と
い
う
問
題
に
発
展
す
る
。

米
国
同
様
に
Ａ
Ｄ
に
苦
し
む
多

く
の
日
本
の
患
者
、
お
よ
び
そ

の
家
族
に
対
し
、
新
薬
を
望
む

声
を
無
視
す
る
結
果
に
も
つ
な

が
る
。

米
国
に
倣
い
日
本
も

　

Ａ
Ｄ
薬
を
承
認
か

　

結
局
は
、
米
国
に
倣
い
日
本

も
こ
の
Ａ
Ｄ
薬
を
承
認
す
る
可

能
性
が
高
い
と
い
う
の
が
大
方

の
専
門
家
の
見
方
だ
。

　

と
な
る
と
、
日
本
の
次
の
問

題
は
高
薬
価
に
伴
う
財
政
負
担

　

削
減
続
き
の
薬
価
と
は
違
っ

て
、
医
科
と
歯
科
の
医
療
費
は

し
ば
ら
く
わ
ず
か
な
引
き
上
げ

が
続
い
て
き
た
が
、
こ
こ
に
影

響
が
出
か
ね
な
い
。
薬
価
改
定

な
ど
で
浮
か
せ
た
薬
価
削
減
分

が
消
え
て
し
ま
え
ば
、
財
務
省

な
ど
の
矛
先
が
医
科
、
歯
科
の

診
療
報
酬
に
も
向
か
わ
な
い
と

の
保
証
は
な
い
だ
ろ
う
。

２
０
２
４
年
度
改
定
で
は

　

ア
デ
ュ
ヘ
ル
ム
の
影
響
が

　

こ
れ
か
ら
審
議
が
本
格
化
す

る
二
〇
二
二
年
度
診
療
報
酬
改

定
論
議
は
セ
ー
フ
だ
ろ
う
が
、

そ
の
次
の
二
〇
二
四
年
度
診
療

報
酬
改
定
の
審
議
で
は
、
こ
の

ア
デ
ュ
ヘ
ル
ム
影
響
が
も
ろ
に

か
ぶ
る
可
能
性
を
想
定
し
て
お

く
必
要
は
あ
る
だ
ろ
う
。

　

歯
科
医
療
界
と
し
て
の
こ
れ

に
対
す
る
備
え
は
、
相
当
な
難

問
で
あ
る
の
は
確
か
だ
。
即
効

性
の
あ
る
妙
案
が
直
ち
に
浮
か

ぶ
は
ず
も
な
い
。

　

た
だ
、
少
な
く
と
も
い
え
る

こ
と
は
、
歯
科
診
療
が
患
者
や

利
用
者
に
も
た
ら
す
ベ
ネ
フ
ィ

を
い
か
に
軽
減
す
る
か
に
な

る
。

　

日
本
の
薬
価
算
定
は
複
雑
だ

が
、
単
純
化
し
た
机
上
計
算
と

し
て
、
先
述
し
た
ゾ
ル
ゲ
ン
ス

マ
の
例
を
も
と
に
、
国
が
ア
デ

ュ
ヘ
ル
ム
の
薬
価
を
米
国
に
比

べ
三
割
引
き
し
た
場
合
に
は
そ

の
薬
価
は
四
百
二
十
七
万
円
に

な
る
。
対
象
患
者
は
日
本
で
も

百
万
人
程
度
は
い
る
か
ら
総
支

払
額
は
こ
の
一
剤
だ
け
で
四
・

二
兆
円
と
な
る
。

過
去
に
は

　

オ
プ
ジ
ー
ボ
の
先
例
が

　

実
際
に
は
保
険
適
用
の
対
象

と
な
る
患
者
を
絞
っ
た
り
、
が

ん
免
疫
薬「
オ
プ
ジ
ー
ボ
」
で

あ
っ
た
過
去
の
例
の
よ
う
に
、

価
格
を
何
度
も
引
き
下
げ
た
り

の
操
作
を
国
が
す
る
可
能
性
も

大
き
い
だ
ろ
う
か
ら
、
こ
こ
ま

で
の
巨
額
に
は
い
か
な
い
に
し

て
も
、
国
が
薬
価
を
決
め
る
日

本
で
も
、
ゾ
ル
ゲ
ン
ス
マ
の
よ

う
な
希
少
疾
患
薬
と
違
っ
て
、

巨
大
な
患
者
人
口
を
持
つ
Ａ
Ｄ

薬
で
は
、
支
払
い
抑
制
に
も
限

界
が
あ
る
の
が
現
実
だ
。

ッ
ト
を
徹
底
的
に
追
い
求
め
、

そ
の
価
値
に
基
づ
く
正
当
な
診

療
報
酬
を
要
求
す
る
。
こ
の
よ

う
な
ス
タ
ン
ス
で
理
論
武
装
を

磨
い
て
い
く
の
は
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
必
須
に
な
る
は
ず
だ
。

戦
略
的
に
有
効
な

　

諸
対
策
の
検
討
を

　

中
期
的
に
は
う
蝕
中
心
の

「
か
か
っ
て
か
ら
の
治
療
」
か

ら
高
齢
化
・
長
寿
化
と
と
も
に

膨
大
な
ア
ン
メ
ッ
ト
ニ
ー
ズ
を

抱
え
る
歯
周
病
な

ど
予
防
分
野
、
高

齢
介
護
施
設
へ
の

歯
科
訪
問
診
療
な

ど
に
歯
科
医
業
界

が
シ
フ
ト
し
て
い

く
こ
と
が
、
戦
略

的
に
有
効
な
の
で

は
な
い
か
。
診
療

報
酬
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
厚

生
労
働
省
に
も
発
想
を
変
え
て

も
ら
う
必
要
も
あ
ろ
う
。

　

歯
周
病
は
Ａ
Ｄ
と
も
密
接
な

関
係
性
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
す

る
研
究
が
進
展
す
る
。
こ
う
し

た
研
究
が
も
た
ら
す
エ
ビ
デ
ン

ス
を
中
長
期
で
構
築
し
、
理
論

武
装
し
て
い
く
姿
勢
・
戦
略
が

望
ま
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

Biogen社のホームページよりBiogen社のホームページより
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七
十
五
歳
以
上
の
患
者
の
う

ち
、
課
税
所
得
二
十
八
万
円
以

上
か
つ
年
収
二
百
万
円
以
上
の

場
合
の
窓
口
負
担
を
、
二
割
と

す
る
法
案
が
先
の
通
常
国
会
で

成
立
し
た
。
歯
科
は
医
科
の
受

診
と
比
べ
て
所
得
弾
性
値
が
大

き
く
、
特
に
所
得
が
低
く
な
る

と
歯
科
受
診
に
対
す
る
支
出
が

低
下
し
や
す
い
傾
向
が
あ
る
。

　

二
〇
一
七
年
の
患
者
調
査
に

よ
れ
ば
、
歯
科
診
療
所
の
外
来

患
者
の
う
ち
二
九
・
八
％
は
七

十
五
歳
以
上
と
な
っ
て
い

る
。
年
々
増
え
る
在
宅
医
療
に

お
い
て
は
、
八
四
・
九
％
が
七

十
五
歳
以
上
と
な
っ
て
お

り
、
窓
口
負
担
引
き
上
げ
の
影

響
は
決
し
て
小
さ
く
は
な

い
。
こ
の
度
の
二
割
化
で
、
定

期
受
診
を
し
な
く
な
る
こ
と
な

ど
の
高
齢
者
の
受
診
抑
制
や
歯

科
疾
患
の
重
症
化
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
。

　

国
は
、
こ
れ
ま
で
患
者
の
自

己
負
担
を
継
続
し
て
引
き
上
げ

て
き
た
。
二
〇
一
五
年
八
月
に

は
介
護
保
険
の
一
部
対
象
者
の

負
担
割
合
を
一
割
か
ら
二
割
に

引
き
上
げ
、
二
〇
一
八
年
八
月

に
は
高
所
得
者
の
介
護
保
険
の

負
担
割
合
を
三
割
に
引
き
上
げ

て
い
る
。
ま
た
、
六
月
十
八
日

に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
経
済
財

政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
二

〇
二
一
」
で
は
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似

医
薬
品
等
の
既
収
載
の
医
薬
品

の
保
険
給
付
範
囲
の
見
直
し
を

図
る
と
さ
れ
て
お
り
、
市
販
薬

と
類
似
の
有
効
成
分
を
持
つ
医

薬
品
が
保
険
給
付
外
と
な
る
な

ど
薬
代
に
関
す
る
患
者
の
自
己

負
担
増
が
今
後
の
争
点
の
一
つ

に
な
る
。

　

こ
う
い
っ
た
中
、
今
年
は
十

月
二
十
一
日
の
衆
議
院
議
員
の

任
期
満
了
に
伴
う
衆
議
院
議
員

選
挙
が
行
わ
れ
る
。
衆
議
院
選

挙
に
向
け
て
、
各
党
は
、
医
療

保
険
制
度
に
関
す
る
態
度
を
明

ら
か
に
し
て
い
く
。
会
員
の
皆

様
は
ぜ
ひ
と
も
各
党
の
政
策
を

確
認
し
、
投
票
先
を
判
断
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

協
会
活
動
日
誌  

２
０
２
１
年
7
月

 2　金　第4回総務会議
 3　土　保団連夏季セミナー
 4   日　保団連夏季セミナー
 5　月　第5回財政部会
 6　火　第4回広報・ホームページ部会
 7　水　第4回経営管理部会
 8　木　第8回理事会
 9　金　第2回メディア懇談会、
　　　　休保審査会（医科）
11　日　医科歯科連携研究会
12　月　第4回地域医療部会
13　火　第4回共済部会
14　水　第4回医事相談部会、
　　　　第2回東京反核医師の会世話人会
15　木　会員無料相談デー
16　金　第4回政策委員会

18　日　第1回歯初診・外来環・歯援診・
　　　　か強診のための講習会
19　月　第10回ホームページ役員打合せ、
　　　　　　　　第2回医科歯科連携委員会、東京
　　　　医科歯科健康まつり実行委員会
20　火　第4回社保･学術部会	
21　水　受託生保会議
22　木　歯科医師による新型コロナワクチン
　　　　　接種のための筋肉内注射実技研修
23　金　歯科医師による新型コロナワクチン
　　　　　接種のための筋肉内注射実技研修
24　土　休保審査会（全国）
25　日　保団連共済部会（大阪）
27　火　第1回ＩＣＴ戦略化委員会
28　水　厚生労働省要請、第4回組織部会
29　木　会員WEB懇談会
30　金　第9回理事会

第
２
回
保
団
連
代
議
員
会
開
催

　

六
月
二
十
七
日
、
二
〇
二
〇

～
二
一
年
度
第
二
回
全
国
保
険

医
団
体
連
合
会
代
議
員
会(
以

下
、
保
団
連
代
議
員
会)

が
行

わ
れ
た
。
今
回
も
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
を
利
用
し
て
開

催
さ
れ
、
協
会
か
ら
は
坪
田
・

加
藤
・
本
橋
各
代
議
員
が
協
会

会
議
室
よ
り
出
席
し
た
。

　

保
団
連
代
議
員
会
は
、
委
任

状
を
含
む
百
十
五
人
の
代
議
員

が
参
加
し
、
①
第
二
回
代
議
員

会
へ
の
会
務
報
告(

案)

、
②
二

〇
二
〇
年
度
決
算
及
び
監
査
報

告
、
③
二
〇
二
二
年
度
診
療
報

酬
改
定
要
求
、
④
次
期
保
団
連

役
員
定
数
、
⑤
保
団
連
役
員
の

補
充
選
任
、
⑥
代
議
員
会
決
議

―
―
の
六
本
の
議
事
す
べ
て
が

承
認
さ
れ
た
。

　

討
論
で
は
、
百
四
十
五
題
の

発
言
が
さ
れ
た
。
七
十
五
歳
以

上
二
割
化
法
の
廃
止
の
要

望
、
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医

療
を
求
め
る
活
動
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で
の
医
院
経
営

の
減
収
の
補
填
や
補
助
金
・
支

援
金
の
拡
充
、
診
療
報
酬
の
プ

ラ
ス
改
定
を
求
め
る
運
動
、
高

騰
し
て
い
る
金
銀
パ
ラ
ジ
ウ
ム

合
金
問
題
、
歯
科
技
工
士
問
題

な
ど
に
つ
い
て
の
討
論
が
さ
れ

た
。　
　

　

な
お
、
討
論
で
は
協
会
よ
り

九
本
の
発
言
通
告
を
行
っ
た
。

発
言
テ
ー
マ
は
以
下
の
通
り
。

〇
プ
ラ
ス
改
定
を
求
め
る
要
求
を　

〇
七
十
五
歳
以
上
の
後
期
高
齢

　

者
医
療
費
負
担
の
廃
止
を

〇
歯
科
医
師
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

　

の
適
法
性
の
確
保
を

〇
金
パ
ラ
逆
ザ
ヤ
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ　

　

へ
の
更
な
る
参
加
を

〇
歯
科
の
院
内
感
染
対
策
、
患
者　

　

と
の
相
互
理
解
を
全
国
へ

〇
高
点
数
に
よ
る
個
別
指
導
の

　

速
や
か
な
廃
止
を
求
め
る

〇
歯
科
技
工
士
問
題
の
解
決
に

　

歯
科
界
全
体
で
取
り
組
も
う

〇
今
後
の
歯
科
医
療
提
供
体
制

　

に
関
す
る
議
論
を

〇
保
団
連
発
行
の
書
籍
の
デ
ジ

　

タ
ル
化
の
推
進
を
要
望
す
る

7575
歳
以
上

歳
以
上
２２
割
化
法

割
化
法  

廃
止
に
向
け
て

廃
止
に
向
け
て

子どもへの歯科矯正への
保険適用の拡充に関する請願
全国で7万筆の請願を集める

　

六
月
十
六
日
の
衆
議
院
厚
生

労
働
委
員
会
で
、「
子
ど
も
へ

の
歯
科
矯
正
へ
の
保
険
適
用
の

拡
充
に
関
す
る
請
願
」
が
全
会

一
致
で
採
択
さ
れ
た
。
第
二
百

四
回
通
常
国
会
（
二
〇
二
一
年

一
月
～
六
月
）
で
は
千
五
百
八

十
六
件
の
請
願
の
う
ち
採
択
さ

れ
た
の
は
十
一
件
の
み
で
あ
る
。

　

学
校
歯
科
検
診
で
疾
患
と
し

て
指
摘
さ
れ
た
咬
合
異
常
（
不

正
咬
合
）
で
も
、
歯
科
矯
正
は

大
半
が
保
険
適
用
外
と
な
っ
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
経
済
的
理

由
か
ら
受
診
・
治
療
が
で
き
な

い
子
ど
も
が
い
る
の
が
現
状
で

あ
る
。
山
梨
県
在
住
の
小
尾
直

子
さ
ん
が
ご
子
息
が
学
校
歯
科

検
診
で
矯
正
が
必
要
と
指
摘
さ

れ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
保
険
適

用
が
さ
れ
な
い
こ
と
に
対
し

て
、
疑
問
を
感
じ
て
取
り
組
み

始
め
た
「
子
供
へ
の
歯
科
矯
正

へ
の
保
険
適
用
の
拡
充
に
関
す

る
請
願
」
は
同
様
の
問
題
に
悩

む
人
々
の
共
感
を
得
て
、
こ
れ

ま
で
全
国
で
約
七
万
筆
を
集
め

た
。
請
願
の
中
で
は
「
学
校
保

健
安
全
法
に
よ
る
検
診
の
場
で

指
摘
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

対
応
が
で
き
な
い
と
い
う
の
は

法
の
趣
旨
に
反
す
る
」
と
指
摘

し
、
子
ど
も
の
歯
科
矯
正
に
対

す
る
保
険
適
用
の
拡
大
を
求
め

て
い
る
。

　

今
回
請
願
が
国
会
で
採
択
さ

れ
た
こ
と
に
対
し
、
小
尾
さ
ん

は
「
こ
れ
ま
で
の
努
力
が
遂
に

結
実
し
ま
し
た
。
何
よ
り
も
一

番
嬉
し
か
っ
た
の
は
、
天
国
に

旅
立
っ
た
宮
川
典
子
議
員
（
元

文
部
科
学
政
務
官
・
故
人
）
の

果
た
せ
な
か
っ
た
こ
と
を
果
た

し
、
宮
川
議
員
と
ご
家
族
に
報

告
で
き
た
こ
と
で
す
。
ス
タ
ー

ト
ラ
イ
ン
に
立
て
た
今
、
こ
こ

か
ら
ま
た
新
た
な
気
持
ち
で
自

分
の
信
じ
た
道
を
突
き
進
ん
で

い
き
ま
す
」
と
当
会
に
コ
メ
ン

ト
を
寄
せ
て
い
る
。

　

な
お
、
歯
科
矯
正
の
保
険
適

用
拡
充
に
あ
た
っ
て
は
新
た
に

総
枠
拡
大
や
、
矯
正
治
療
の
質

の
担
保
が
課
題
に
な
る
こ
と
も

指
摘
し
て
お
き
た
い
。
今
後
、

小
児
の
歯
科
矯
正
の
保
険
適
用

の
拡
充
が
さ
れ
た
場
合
、
現
在

の
歯
科
保
険
診
療
の
財
源
の
総

枠
の
中
に
組
み
込
む
の
で
は
な

く
、
新
た
に
総
枠
の
拡
大
を
求

め
な
け
れ
ば
、
保
険
診
療
の
縮

小
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。
矯

正
治
療
の
質
の
担
保
も
課
題
と

な
る
。
今
後
、
議
論
さ
れ
て
い

く
中
で
も
注
視
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

医
療
保
険
制
度
改
革
を
振
返
る

衆議院選衆議院選
に向けてに向けて

か
強
診
等
の
講
習
会
開
催

　

七
月
十
八
日
、
今
年
度
1
回

目
と
な
る
「
歯
初
診
・
外
来
環

・
歯
援
診
・
か
強
診
の
た
め
の

講
習
会
」
を
開
催
し
た
。
当
日

は
、
本
会
場
の
Ｔ
Ａ
Ｐ
高
田
馬

場
に
四
十
八
名
、
外
来
環
・
歯

初
診
の
受
講
者
の
た
め
に
用
意

し
た
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
の
ワ
イ

ム
貸
会
議
室
高
田
馬
場
に
五
十

名
の
合
計
九
十
八
名
が
参
加
し

た
。

  

講
師
は
、
坂
下
英
明
氏
（
明

海
大
学
名
誉
教
授
）、
繁
田
雅

弘
氏
（
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学

教
授
）、
森
元
主
税
理
事
、
馬

場
安
彦
副
会
長
の
四
氏
が
務

め
、
講
習
会
終
了
後
に
参
加
者

に
修
了
証
を
配
布
し
た
。

  

今
回
も
昨
年
に
引
き
続
き
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予

防
の
観
点
か
ら
受
講
者
の
フ
ィ

ジ
カ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
確
保

す
る
た
め
、
通
常
は
一
卓
三
名

が
け
の
と
こ
ろ
に
一
名
の
着
席

と
し
、
さ
ら
に
、
多
く
の
会
員

の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た

め
、
本
会
場
と
は
別
に
Ｚ
ｏ
ｏ

ｍ
を
利
用
し
た
サ
テ
ラ
イ
ト
会

場
を
設
け
て
の
開
催
と
な
っ

た
。

繁田雅弘氏 坂下英明氏

第1回

安全な筋肉内注射について解説安全な筋肉内注射について解説

開催

医
科
歯
科
連
携
研
究
会
2021

　

七
月
十
一
日
、
東
京
保
険
医
協

会
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
お
よ
び
Ｚ
ｏ

ｏ
ｍ
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
を
活
用
し
、

当
協
会
と
東
京
保
険
医
協
会
、

千
葉
県
保
険
医
協
会
の
三
協
会

に
よ
る
「
医
科
歯
科
連
携
研
究

会
２
０
２
１
」
を
開
催
し
た
。

　
「
三
角
筋
の
詳
細
解
剖
解
説

に
よ
る
正
し
い
筋
肉
注
射
と
迷

走
神
経
反
射
対
策
」
を
テ
ー
マ

に
、
講
師
は
東
京
保
険
医
協
会

理
事
の
佐
藤
一
樹
氏
（
医
学
博

士
、
い
つ
き
会
ハ
ー
ト
ク
リ
ニ

ッ
ク
院
長
）
が
務
め
た
。
当
日

は
医
師
、
歯
科
医
師
、
ス
タ
ッ

フ
な
ど
三
百
二
十
六
名
が
参
加

し
た
。

　

佐
藤
氏
は
、
当
日
の
午
前
中

も
区
内
の
大
規
模
接
種
会
場
に

お
い
て
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
従
事

さ
れ
、
そ
の
足
で
登
壇
さ
れ

た
。
講
演
で
は
、
ご
自
身
の
経

験
に
基
づ
き
な
が
ら
、
三
角
筋

の
解
剖
学
的
な
解
説
か
ら
間
違

っ
た
認
識
へ
の
注
意
点
な

ど
、
実
践
的
な
内
容
も
含
め
話

さ
れ
た
。
有
効
か
つ
安
全
な
三

角
筋
へ
の
筋
肉
内
注
射
を
行

い
、
被
接
種
者
の
障
害
や
医
療

紛
争
を
回
避
す
る
た
め
に

は
、
上
腕
や
他
の
部
位
を
指
標

と
せ
ず
に
、
三
角
筋
自
体
を
知

り
触
診
し
て
か
ら
接
種
す
べ
き

な
ど
、
医
療
訴
訟
へ
の
造
詣
が

深
い
佐
藤
氏
な
ら
で
は
の
見
解

も
散
り
ば
め
ら
れ
た
。
ま
た
、

安
全
な
筋
肉
内
注
射
の
角
度
を

含
め
た
手
技
に
つ
い
て
、
シ
リ

ン
ジ
は
ペ
ン
ホ
ー
ル
ド
で
保
持

し
、
九
十
度
の
角
度
で
穿
刺
す

べ
き
と
し
た
。

　

迷
走
神
経
反
射
の
対
策
に
つ

い
て
は
、
時
刻
、
天
候
、
最
後

に
食
事
を
し
た
時
間
や
飲
水
補

給
の
状
況
に
左
右
さ
れ
る
と

し
、
接
種
終
了
時
刻
直
前
に
出

現
し
や
す
い
と
注
意
を
促
し

た
。
特
に
夏
季
の
集
団
接
種
会

場
は
気
温
が
上
が
り
や
す

く
、
脱
水
気
味
に
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
た
め
、
飲
水
確
認

は
必
須
で
あ
る
と
呼
び
か
け

た
。

　

当
日
の
講
演
は
動
画
に
編
集

し
、
デ
ン
タ
ル
ブ
ッ
ク
に
掲
載

し
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
い

た
だ
き
た
い
。

全
会
一
致

東
京
都
議
会
議
員
選
挙

（ 1 1） 第６１７号 ２０２１年（令和３年）８月１日東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（毎月１回１日発行） （第三種郵便物認可）

保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918



　

七
月
。
あ
の
印
象
的
な

「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
」
の
言
葉
で

決
定
さ
れ
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
、
検
討
・
討
論
の
末
、
一

年
遅
れ
で
コ
ロ
ナ
禍
に
開
催

さ
れ
る
事
と
な
っ
た
。
横
浜

に
着
い
た
乗
船
客
の
中
に
前

代
未
聞
の
、
コ
ロ
ナ
患
者
を

確
認
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
に
端

を
発
し
、
連
日
連
夜
そ
の
話

題
に
終
始
す
る
と
共
に
、
コ

ロ
ナ
が
広
が
る
速
度
は
速
か

っ
た
。
当
初
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
の
一
番
の
対
策
は
、
人

流
を
止
め
る
と
い
う
事
だ

が
、
こ
れ
は
色
々
な
こ
と
も

あ
り
、
嗽
、
手
洗
い
、
マ
ス

ク
の
徹
底
を
行
い
飛
沫
感
染

を
防
止
す
る
。
こ
の
呼
び
掛

け
は
励
行
さ
れ
易
い
が
、
感

染
者
は
増
加
を
辿
る
。
人
流

削
減
も
儘
な
ら
ず
、
ズ
ー

ム
、
テ
レ
ワ
ー
ク
、
オ
ン
ラ

イ
ン
等
に
業
務
形
態
も
一
時

は
人
流
削
減
に
奏
功
感
も
あ

っ
た
が
、
安
定
し
た
減
少
を

保
持
す
る
こ
と
は
出
来
な
か

っ
た
。
医
療
崩
壊
も
懸
念
さ

れ
る
事
態
に
な
っ
た
頃
、
世

界
的
に
ワ
ク
チ
ン
の
話
題
が

盛
り
上
が
っ
た
。
日
本
は
薬

の
安
全
性
の
観
点
か
ら
、
直

ぐ
に
使
用
開
始
と
は
行
か
な

っ
た
が
、
世
界
の
情
勢
を
見

据
え
て
医
療
関
係
者
、
高
齢

者
、
基
礎
疾
患
を
有
す
る
者

の
順
で
、
接
種
を
希
望
す
る

者
と
決
定
。
三
製
薬
会
社
の

名
が
上
げ
ら
れ
る
。
○
○
会

社
な
ら
接
種
し
て
も
安
心
か

と
心
中
穏
や
か
な
ら
ず
の
時

に
、
Ｔ
Ｖ
番
組
中
、
印
象
深

い
言
葉
を
耳
に
し
た
。「
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
し
な
い
人

（
出
来
な
い
人
や
射
ち
た
く

な
い
人
も
居
る
と
考
慮
し
た

上
と
察
す
る
）
も
周
り
が
射

っ
て
い
る
事
で
守
ら
れ
て
い

る
ん
で
す
」
自
分
が
接
種
す

る
こ
と
で
、
射
ち
た
く
な
い

人
も
助
か
る
事
に
な
る
と
思

う
と
嬉
し
い
気
分
に
な

る
。
物
事
を
ど
う
捉
え
る
か

で
、
否
定
的
に
も
肯
定
的
に

も
な
る
と
い
う
事
を
今
更
再

認
識
す
る
事
に
な
っ
た
。
私

自
身
、
二
回
目
の
接
種
を
終

え
る
と
、
落
ち
着
い
た
情
況

下
で
周
り
を
見
る
事
が
出
来

た
。
接
種
が
一
般
に
も
進
ん

で
来
る
と
、
懸
念
し
た
問
題

が
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
流
れ
た
。

接
種
を
受
け
な
い
人
は
出
社

を
拒
ま
れ
る
等
々
。
接
種
を

終
え
た
人
達
の
中
に
も
、
接

種
前
は
迷
っ
た
に
違
い
な
い

人
も
…
と
、
我
を
振
り
返
っ

た
。
コ
ロ
ナ
に
変
異
株
も
現

れ
、
従
来
の
ワ
ク
チ
ン
で
も

効
く
か
？
と
取
り
沙
汰
さ

れ
、
考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と

は
尽
き
な
い
が
、
そ
れ
な
り

に
説
明
も
さ
れ
て
い
く
。
相

変
わ
ら
ず
感
染
者
数
は
増

加
。
八
月
二
十
二
日
ま
で
緊

急
事
態
宣
言
が
又
出
た
。
そ

の
都
度
の
政
府
か
ら
の
情
報

を
〝
行
政
は
自
分
の
命
を
守

る
為
の
情
報
〟
と
位
置
づ

け
、
個
々
の
人
の
行
動
を
心

掛
け
る
事
に
尽
き
る
。
あ
の

状
況
下
で
も
、
日
本
は
そ
の

対
応
を
良
く
や
っ
た
と
言
わ

れ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
あ
っ

て
欲
し
い
。
コ
ロ
ナ
が
終
息

し
て
マ
ス
ク
を
外
し
た
時
の

笑
み
。
そ
の
笑
み
を
引
き
立

て
る
健
康
的
な
歯
！！
そ
ん
な

光
景
が
待
ち
遠
し
い
で
す

ね
。
神
田
川
よ
、
長
い
間
の

一
つ
の
事
象
と
し
て
、
こ
の

出
来
事
も
呑
み
込
ん
で
い
く

の
だ
ろ
う
ね
。

　
神
田
川 

そ
の
川
の
流
れ
に

　
　
　
　
　
　

川
戸 

二
三
江（
副
会
長
／
渋
谷
区
）

機
関
紙
7
月
号
に

つ
い
て
、
通
信
員

50
名
の
便
り
か
ら

抜
粋
し
ま
し
た
。

  

通
信
員
便
り

通
信
員
便
り    

№№
112112112112

説明を行う坪田 有史 会長説明を行う坪田 有史 会長

　

協
会
は
七
月
九
日
、
二
〇
二

一
年
度
第
二
回
メ
デ
ィ
ア
懇
談

会
を
開
催
し
た
。
今
回
も
、
コ

ロ
ナ
禍
に
配
慮
し
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開

催
と
し
た
。
第
四
十
九
回
定
期

総
会
で
再
任
さ
れ
た
坪
田
有
史

会
長
が
説
明
に
当
た
り
、
広
報

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
部
長
の
早
坂司会の早坂 美都 理事司会の早坂 美都 理事

  
第
2
回
メ
デ
ィ
ア
懇
談
会
を
開
催

政
策
委
員
長
談
話
や

政
策
委
員
長
談
話
や

金
パ
ラ
問
題
に
注
目

金
パ
ラ
問
題
に
注
目

美
都
理
事
が
司
会
を
務
め
た
。

　

今
回
の
議
題
は
、
①
第
四
十

九
回
定
期
総
会
の
報
告
、
②
政

策
委
員
長
談
話
、
③
金
銀
パ
ラ

ジ
ウ
ム
合
金
の
問
題
、
④
二
〇

二
〇
年
学
校
健
診
後
治
療
調
査

結
果
、
⑤
歯
科
医
師
に
よ
る
新

型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
た

め
の
筋
肉
内
注
射
実
技
研
修
の

開
催
―
な
ど
と
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
う
ち
②
の
政
策
委

員
長
談
話
に
つ
い
て
は
、「
実

際
に
歯
科
医
師
が
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
行
い
、
問
題
に
な
っ
た
時

に
歯
科
医
師
個
人
が
被
害
者
と

な
る
可
能
性
も
あ
る
。
歯
科
医

師
が
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
協
力
す

る
使
命
を
持
つ
方
が
多
い
か
ら

こ
そ
、
協
会
と
し
て
き
ち
ん
と

要
求
す
る
こ
と
が
大
切
」、「
裁

判
と
な
っ
た
際
に
日
本
の
司
法

は
判
例
主
義
の
た
め
、
ズ
レ
は

取
り
除
く
ほ
う
が
い
い
」
な
ど

の
発
言
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対

し
、
協
会
側
は
、「
現
在
は
、

な
し
崩
し
的
に
Ｏ
Ｋ
と
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
。
歯
科
医
師
の

使
命
感
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
協

会
と
し
て
要
求
し
て
い
く
」
と

返
答
し
た
。

　

次
に
、
③
の
金
パ
ラ
問
題
に

つ
い
て
は
、「
随
時
改
定
の
ル

　

日
本
で
は
五
月
三
十
一
日
に

十
二
歳
以
上
の
小
児
へ
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
が
承
認
さ
れ
、
六
月

一
日
か
ら
適
用
と
な
っ
た
。

※
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
製
の
み

　

そ
れ
に
伴
い
、
六
月
十
六
日

に
日
本
小
児
科
学
会
か
ら
「
新

型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
～
子
ど
も

な
ら
び
に
子
ど
も
に
接
す
る
成

人
へ
の
接
種
に
対
す
る
考
え
方

～
」
が
発
表
さ
れ
た
。
要
旨
は

下
記
の
と
お
り
。

12歳以上小児 ワクチン接種12歳以上小児 ワクチン接種

Q＆A 日本小児科学会

◆
本
年
九
月
か
ら
磁
性
ア
タ
ッ

　
チ
メ
ン
ト
義
歯
に
用
い
ら
れ

　
る
磁
性
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
の

　
保
険
収
載
が
決
ま
り
ま
し

　
た
。
ご
感
想
を
。

・
非
常
に
助
か
り
ま
す
。
た
だ

採
算
が
合
う
の
だ
ろ
う
か
？

・
導
入
さ
れ
る
の
は
良
い
事
で

す
が
、
黒
字
に
な
る
の
で
し

ょ
う
か
？
そ
れ
に
、
導
入
さ

れ
る
メ
ー
カ
ー
は
全
く
知
り

ま
せ
ん
。
ど
の
よ
う
な
経
緯

で
こ
の
メ
ー
カ
ー
が
選
ば
れ

た
の
か
知
り
た
い
で
す
。

・
最
悪
の
改
悪
。
こ
れ
で
は
赤

字
。
レ
ジ
ン
床
で
は
破
折
し

て
ト
ラ
ブ
ル
が
増
す
。

・
保
険
適
用
に
し
た
こ
と
が
不

思
議
で
す
。

・
な
ぜ
今
さ
ら
？
私
が
過
去
に
施

術
し
た
磁
性
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト

義
歯
の
支
台
歯
は
ほ
ぼ
す
べ
て

歯
根
破
折
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん

は
ど
う
で
す
か
？

・
あ
え
て
保
険
で
使
う
必
要
性

は
な
い
と
思
う
の
で
、
何
故　

今
保
険
に
収
載
さ
れ
た
の
か

不
思
議
。

・
し
っ
か
り
と
治
療
し
よ
う
と

し
た
ら
、
症
例
は
か
な
り
限

ら
れ
る
は
ず
。

・
算
定
要
件
を
あ
ま
り
厳
し
く

し
な
い
で
ほ
し
い
。

・
当
該
義
歯
を
連
発
し
て
か
え

っ
て
喪
失
歯
を
ふ
や
す
先
生

が
多
そ
う
な
気
が
し
ま
す
。

・
点
数
が
低
す
ぎ
。
ま
た
、
レ

ジ
ン
床
の
破
折
防
止
の
ハ
ウ

ジ
ン
グ
や
補
強
線
な
ど
の
コ

ス
ト
も
考
え
て
ほ
し
い

・
本
当
に
必
要
な
の
か
。
本
来

の
義
歯
点
数
増
加
望
む
。
本

流
が
大
切
で
す
。

・
Ｏ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
は
使
用
し
ま
す

か
？
磁
性
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト

は
使
用
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
。
Ｍ
Ｒ
Ｉ
へ
の
影
響
は

な
い
の
か
知
り
た
い
。

・
自
費
で
で
き
な
く
な
ら
な
い

か
不
安
。

・
適
応
症
が
少
な
い
と
思
う
。

・
知
ら
な
か
っ
た
の
で
、
と
て

も
良
い
情
報
で
す
。
Ｍ
Ｒ
Ｉ

の
心
配
を
さ
れ
る
方
が
出
て

く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

・
保
険
で
で
き
る
な
ら
勧
め
た

い
。

・
困
っ
て
る
患
者
に
良
い
こ
と

だ
・
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
。

・
ま
だ
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

・
自
分
自
身
、
経
験
が
な
い
の

で
こ
の
先
も
行
う
こ
と
は
な

い
と
思
う
。

・
義
歯
の
患
者
さ
ん
が
ほ
と
ん

ど
い
な
い
の
で
、
自
分
で
使

用
す
る
こ
と
は
な
い
の
か
な

と
い
う
気
が
す
る
。

・
今
時
あ
ま
り
使
わ
な
い
と
思

う
。

・
い
つ
も
国
の
誰
が
決
め
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
？
い
つ
も

治
療
内
容
よ
り
そ
ち
ら
が
気

に
な
り
ま
す
。

・
そ
ん
な
こ
と
よ
り
も
金
パ
ラ
価

格
の
こ
と
を
考
え
て
ほ
し
い
。

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
診
療
所

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
困
り

に
な
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す

か
。
も
し
相
談
窓
口
あ
れ
ば

活
用
し
た
い
で
す
か
。
先
生

の
お
考
え
を
。

・
相
談
窓
口
が
あ
れ
ば
活
用
し

た
い
と
思
う
。
し
か
し
、
各

個
人
の
技
量
の
差
が
激
し

く
、
求
め
て
い
る
内
容
の
レ

ベ
ル
が
か
な
り
異
な
る
の

で
、
技
術
的
な
こ
と
ま
で
対

応
可
能
な
の
だ
ろ
う
か

・
幸
い
に
も
こ
れ
ま
で
困
っ
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
相
談
窓

口
が
あ
れ
ば
い
ざ
と
い
う
と
き

に
心
強
い
と
思
い
ま
す
。

・
医
院
を
検
索
を
す
る
と
、
他

の
医
院
に
つ
な
が
る
よ
う
設

定
し
た
業
者
が
い
ま
す
。
相

談
さ
せ
て
頂
き
た
い
で
す
。

・
グ
ー
グ
ル
の
口
コ
ミ
を
な
ん

と
か
し
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

(

他
三
名)

・
事
実
で
あ
れ
ば
致
し
方
な
い

と
思
う
が
、
事
実
で
は
な
い

こ
と
を
書
き
込
ま
れ
る
。

・
特
に
な
い
が
必
要
な
時
に
は

活
用
し
た
い
。(

他
一
名)

・
今
後
ま
す
ま
す
、
困
り
ご
と

ト
ラ
ブ
ル
も
増
え
る
と
思
う

の
で
良
い
と
思
い
ま
す
。

・
売
り
込
み
が
厄
介
、
協
会
で

協
賛
や
推
奨
業
者
を
選
定
し

て
ほ
し
い
。

・
患
者
様
予
約
用
の
サ
イ
ト

に
、
営
業
メ
ー
ル
が
頻
繁
に

く
る
の
が
鬱
陶
し
い
く
ら
い

で
、
今
の
と
こ
ろ
困
っ
た
こ

と
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。

・
と
く
に
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

よ
く
無
料
の
作
り
替
え
や
期

間
限
定
の
無
料
の
電
話
が
多

く
て
面
倒
で
す
。

・
ア
ナ
ロ
グ
人
間
な
の
で
、
パ

ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
を
使
っ
て

い
る
と
本
当
に
精
神
的
に
疲

れ
ま
す
。
ネ
ッ
ト
で
申
請
す

る
機
会
が
増
え
て
き
た
の
で

な
お
さ
ら
ス
ト
レ
ス
で
す
。

有
料
で
も
よ
い
の
で
な
ん
で

も
相
談
室
を
作
っ
て
欲
し
い

で
す
。

・
し
か
し
相
談
窓
口
が
あ
っ
た

ほ
う
が
、
い
ざ
ネ
ッ
ト
上
の

ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
時
に

頼
れ
る
の
で
安
心
し
ま
す
。

ー
ル
自
体
に
疑
問
を
感
じ
る
」、

「
作
る
ほ
ど
損
に
な
る
こ
と

は
、
質
の
悪
さ
に
つ
な
が
る
の

で
は
な
い
か
」
と
い
っ
た
意
見

が
相
次
ぎ
、
前
回
に
引
き
続

き
、
金
パ
ラ
問
題
へ
の
関
心
の

高
さ
が
伺
え
た
。

　

さ
ら
に
、
協
会
側
の
説
明
の

中
で
、
今
後
の
中
医
協
の
検
討

で
は
歯
科
材
料
が
議
論
の
俎
上

に
載
る
可
能
性
が
あ
る
と
し
た

点
に
つ
い
て
も
、
メ
デ
ィ
ア
側

が
強
い
関
心
を
示
し
た
。

　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　 要 旨

・子どもを新型コロナウイルス感染から守るために
　は、周囲の成人（子どもに関わる業務従事者等）へ
　の新型コロナワクチン（以下、「ワクチン」）接種が
　重要。

・重篤な基礎疾患のある子どもへのワクチン接種によ
　り、新型コロナウイルス感染症の重症化を防ぐこと
　が期待される。

・健康な子どもへのワクチン接種には、メリット（感
　染拡大予防等）とデメリット（副反応等）を本人と
　養育者が十分理解し、接種前・中・後にきめ細やか
　な対応が必要。

　

詳
細
内
容
は
日
本
小
児
科
学

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
記
載
さ
れ

て
い
る
。

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
～

子
ど
も
な
ら
び
に
子
ど
も
に
接

す
る
成
人
へ
の
接
種
に
対
す
る

考
え
方
～
」
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ

も
発
表
さ
れ
て
い
る
た
め
、
併

せ
て
ご
確
認
い
た
だ
き
た
い
。

  

日
本
小
児
科
学
会

日
本
小
児
科
学
会

「
考
え
方
」
を
発
表

　　　出典：日本小児科学会「新型コロナワクチン～子どもならびに
　　　　　　子どもに接する成人への接種に対する考え方～」

随時改定のルールに疑問を感
じるとの意見が多数あった
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